
九
世
紀
末
に
お
け
る
銀
価
変
動
と
上
海
金
融
市
場

　
－
中
国
通
商
銀
行
の
初
期
活
動
に
関
連
し
て
ー

浜
　
　
下

武
　
　
志

（19）　一九世紀末における銀個変動と上海金融市場

序

　
ア
ジ
ァ
近
代
史
の
特
徴
は
、
当
該
国
及
ぴ
当
該
地
域
に
お
け
る

前
近
代
と
近
代
と
の
関
係
が
連
続
と
断
絶
の
両
面
を
持
ち
、
両
者

の
相
亙
規
定
と
し
て
展
開
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
と
同
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
i
ス
タ
ー
ソ
．
イ
ソ
パ
ク
6

に
、
こ
の
「
前
近
代
－
近
代
」
関
係
に
「
西
欧
の
衝
撃
」
が
不

可
分
に
結
ぴ
つ
き
、
ア
ジ
ア
の
近
代
は
こ
の
西
欧
と
ア
ジ
ア
と
が
、

衝
撃
と
対
応
、
影
響
と
受
容
、
更
に
は
圧
カ
と
低
抗
と
の
関
係
の

全
体
過
程
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
従
っ
て
、
前

近
代
－
近
代
、
及
ぴ
西
欧
ー
ア
ジ
ア
の
両
者
の
関
係
の
中
で
生
成

す
る
歴
史
的
諸
結
節
点
が
、
ア
ジ
ア
近
代
の
特
質
を
最
も
端
的
に

体
現
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
値
、
近
代
ア
ジ
ア
史

研
究
の
課
題
と
方
法
と
が
、
右
の
歴
史
的
諸
結
節
点
の
内
在
的
展

開
を
分
析
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
ア
ジ
ア
近
代
の
構
造
と
動
態
と

を
明
ら
か
に
す
る
点
に
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
ア
ジ
ア
近
代
史
が
持
つ
こ
の
よ
う
な
複
合
性
は
、
そ
の
経
済
史

の
中
に
、
更
に
、
具
体
的
に
は
広
義
の
意
味
に
お
け
る
通
貨
・
金

融
・
財
政
史
の
領
域
の
中
に
、
固
有
の
特
質
が
示
さ
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
先
の
前
近
代
－
近
代
、
西
欧
－
ア
ジ

ア
の
相
互
規
定
的
関
係
を
中
国
経
済
史
に
即
し
て
研
究
対
象
別
に

概
観
す
る
と
以
下
の
三
点
が
指
摘
さ
れ
よ
う
。

　
ω
前
近
代
と
近
代
と
の
連
続
性
・
継
承
性
に
留
意
す
ぺ
き
研
究

　
　
　
ギ
ル
ド

領
域
に
行
会
史
研
究
が
あ
る
。
太
平
天
国
の
乱
以
降
、
一
九
世
紀

末
に
至
る
ま
で
都
市
の
手
工
業
・
商
業
・
金
融
公
会
が
再
建
・
新
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一橋諭叢 第八十七巻 第四号　（20）

設
さ
れ
て
い
く
過
程
が
あ
り
、
こ
の
公
会
が
中
国
近
代
の
対
内
対

外
的
経
済
関
係
の
変
動
を
体
現
し
て
い
る
と
把
え
る
こ
と
も
可
能

　
　
＾
1
）

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
同
郷
或
い
は
同
業
の
帯
や
行
会
組
織
が
歴
史

的
形
態
を
異
に
し
つ
つ
も
、
現
代
に
至
る
ま
で
社
会
的
生
活
の
璽

要
な
単
位
で
あ
り
続
け
た
と
い
う
観
点
も
そ
の
連
続
性
に
着
目
し

　
　
　
　
＾
2
）

た
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
．

　
②
い
わ
ゆ
る
「
近
代
」
的
性
楕
を
持
つ
金
融
組
織
で
あ
る
、
一

八
九
六
年
に
設
立
さ
れ
た
中
国
通
商
銀
行
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
設

立
さ
れ
た
犬
滴
銀
行
・
交
通
銀
行
の
歴
史
な
ど
も
不
可
欠
の
検
討

対
象
で
あ
る
。
中
国
通
商
銀
行
を
そ
の
設
立
意
図
か
ら
見
る
と
、

伝
統
的
上
海
金
融
市
場
を
基
盤
に
、
香
港
上
海
銀
行
を
モ
デ
ル
と

し
つ
つ
、
ア
メ
リ
カ
の
国
法
銀
行
法
に
も
一
都
分
則
っ
た
銀
行
が

構
想
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
日
本
に
お
け
る
銀
行
設
立
及
ぴ
富
強

策
の
経
験
も
参
照
さ
れ
た
。
横
浜
正
金
銀
行
が
当
初
同
様
に
香
港

上
海
銀
行
を
モ
デ
ル
と
し
た
こ
と
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
設
立
構

想
に
は
共
通
性
が
確
認
さ
れ
る
。
し
か
し
、
後
述
す
る
如
く
、
そ

の
後
の
過
程
は
中
国
通
商
銀
行
が
在
地
の
銭
荘
と
の
結
び
つ
き
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
〕

強
め
た
た
め
、
差
異
が
示
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の

い
わ
ゆ
る
新
式
銀
行
は
、
前
近
代
－
近
代
、
及
ぴ
西
欧
ー
ア
ジ
ア

の
関
係
の
結
節
点
に
お
い
て
歴
史
的
に
生
成
し
た
も
の
と
見
倣
す

こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
㈹
一
九
世
紀
後
半
以
降
の
西
欧
と
ア
ジ
ア
と
の
関
係
を
明
ら
か

に
す
る
基
本
的
研
究
領
域
と
し
て
、
国
際
市
場
に
お
け
る
銀
価
下

落
に
よ
っ
て
変
化
し
た
ア
ジ
ア
の
通
貨
・
金
融
制
度
間
題
が
あ
る
。

イ
ン
ド
と
並
ぴ
最
大
の
銀
使
用
国
で
あ
っ
た
中
国
は
、
国
家
財
政

が
銀
を
基
礎
に
運
営
さ
れ
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
、
一
九
世
紀
末
に

至
る
も
独
自
の
銀
通
貨
は
鋳
造
さ
れ
ず
、
メ
キ
シ
コ
ド
ル
な
ど
外

国
銀
貨
の
大
量
の
流
入
も
基
本
的
に
は
秤
量
貨
幣
と
し
て
流
通
し

た
。
従
っ
て
、
銀
は
地
金
の
市
場
価
格
と
し
て
変
動
し
、
国
内
的

に
は
政
府
の
鋳
造
に
な
る
銅
銭
と
の
比
価
に
お
い
て
計
測
さ
れ
、

ま
た
、
対
外
的
に
は
ロ
ン
ド
ン
の
銀
価
楕
に
連
動
し
て
い
た
。
こ

の
た
め
、
西
欧
市
場
で
銀
価
格
が
下
落
し
始
め
る
と
、
影
響
は
直

ち
に
中
国
に
及
ぴ
、
貿
易
金
融
の
変
化
、
次
い
で
投
資
問
趣
、
更

に
は
国
際
金
本
位
制
下
に
お
け
る
中
国
の
幣
制
改
革
問
題
を
引
き

起
こ
し
、
西
欧
ー
ア
ジ
ア
関
係
は
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初

頭
に
か
け
、
こ
の
銀
価
下
落
問
題
を
め
ぐ
っ
て
犬
き
な
転
換
期
を

　
？
）

迎
え
た
。

　
本
稿
は
こ
れ
ら
の
う
ち
、
一
九
世
紀
末
を
中
心
と
し
た
中
国
通

商
銀
行
の
初
期
活
動
の
分
析
を
目
的
と
す
る
が
、
そ
の
前
提
と
し

て
、
銀
価
下
落
と
上
海
金
融
市
場
の
変
化
と
を
間
遷
史
的
に
概
観
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（21）一九世紀末における銀価変動と上海金融市場

し
て
お
き
た

い銀
価
下
落
と
買
附
委
託
制
H
邑
竃
ヰ
身
卑
①
旨
の
採
用

　
1
．
為
替
変
動
と
中
国
貿
易

　
一
八
七
三
年
七
月
、
ド
イ
ツ
の
金
本
位
制
採
用
を
契
機
に
開
始

さ
れ
た
ロ
ン
ド
ン
市
場
に
お
け
る
銀
価
の
下
落
は
、
一
八
八
O
年

代
に
は
他
の
諸
国
の
金
本
位
制
移
行
、
ア
メ
リ
カ
の
銀
生
産
の
増

大
に
伴
っ
て
漸
減
の
傾
向
を
辿
り
、
次
第
に
西
欧
と
ア
ジ
ア
と
の

貿
易
金
融
・
投
資
関
係
に
影
響
を
及
ぼ
し
始
め
た
。
即
ち
、
銀
価

下
落
”
金
建
換
算
値
滅
少
が
、
対
ア
ジ
ア
輸
出
貿
易
、
対
ア
ジ
ァ

投
資
に
障
害
要
因
と
し
て
作
用
し
た
た
め
で
あ
る
。
表
1
に
示
す

如
く
、
一
八
九
〇
年
代
に
入
る
と
、
銀
価
下
落
は
一
層
加
速
さ
れ

た
。
こ
れ
は
、
一
八
九
三
年
、
イ
ン
ド
の
銀
貨
自
由
鋳
造
停
止
及

ぴ
ア
メ
リ
カ
の
銀
買
上
法
（
シ
ャ
ー
マ
ン
法
）
の
廃
止
、
ま
た
、

一
八
九
七
年
、
日
本
の
金
本
位
制
制
定
な
ど
、
ア
ジ
ア
の
銀
本
位

国
も
金
本
位
制
へ
の
コ
ー
ス
を
進
み
始
め
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の

結
果
、
・
依
然
と
し
て
事
実
上
の
銀
本
位
制
を
採
る
中
国
は
一
層
下

落
の
影
響
を
被
る
こ
と
と
な
っ
た
。
中
国
の
貿
易
決
済
単
位
で
あ

る
海
関
両
（
一
〇
〇
海
関
両
は
一
一
〇
・
四
上
海
両
）
の
為
替
相

場
は
ロ
ン
ド
ン
の
銀
地
金
相
場
の
変
動
に
直
結
し
て
お
り
（
表
1

参
照
）
、
更
に
、
一
八
九
四
－
九
五
年
の
日
清
戦
争
、
一
九
〇
〇

年
の
義
和
団
の
乱
な
ど
に
よ
る
影
響
も
加
わ
り
、
当
時
の
上
海
海

関
税
務
司
H
1
ー
ホ
ブ
ソ
ン
｝
〇
一
U
㎝
昌
に
は
、
「
金
融
恐
慌
」
と
も

~~1 

' y h' y~;(~i 
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＾
5
〕

認
識
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
歴
年
の
駐
上
海
イ
ギ
リ
ス
領
事
に

よ
る
年
次
報
告
は
、
銀
価
下
落
の
貿
易
へ
の
影
響
、
と
り
わ
け
輸

出
入
品
価
格
の
変
動
を
指
摘
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
一
八
九
四
年
、
駐
上
海
領
事
N
H
ハ
ネ
ン
国
里
昌
彗
は
、
イ

・
ギ
リ
ス
の
綿
布
価
格
へ
上
昇
に
つ
き
次
の
如
く
報
告
し
た
。

　
　
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
製
品
の
輸
入
に
関
し
て
、
銀
価
が
下
落
し

　
　
始
め
て
か
ら
の
長
期
間
に
亙
る
事
態
の
一
般
的
方
向
は
、
銀

　
　
個
下
落
と
殆
ん
ど
同
一
歩
調
で
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
〔
綿

　
　
製
品
の
〕
金
建
価
格
も
下
落
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
シ
ャ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
並
製
一
反
で
、
一
八
七
二
－
七
四
年
に

　
　
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
で
は
一
〇
ま
か
ら
一
〇
主
ハ
エ
し
た
も
の

　
　
が
、
現
在
は
送
り
状
個
椿
で
六
乱
か
ら
六
＆
二
乱
で
あ
る
。

　
　
こ
の
結
果
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
銀
建
販
売
価
格
は
、
一
八
九

　
　
二
年
末
迄
は
驚
く
程
安
定
し
て
い
た
。
し
か
し
、
一
八
九
三

　
　
年
に
は
事
情
は
異
っ
て
い
た
。
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
市
場
は
初

　
　
め
て
銀
価
下
落
傾
向
に
従
う
こ
と
を
停
止
し
た
た
め
、
急
速

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
）

　
　
な
価
椿
上
昇
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
価
格
上
昇
（
表
2
参
照
）
が
直
ち
に
貿
易
量
減
少
に
結
ぴ

つ
く
か
否
か
は
未
だ
決
定
し
か
ね
る
と
し
つ
つ
も
、
輸
出
減
少
を

懸
念
し
て
い
る
。

1886 

1887 

1888 

1889 

1890 

1891 

1892 
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~~~~f~ 
(~~) 
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l.32 

l.62 

l.61 

17.72 

19.54 

22.22 

20.96 

20.04 

18.80 
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20.98 
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22.08 

23.24 

24.92 

24.32 

23.42 

26 

26 

22 

23 

17.50 

18.91 

17.63 

17.04 

16.78 

17.92 

17.98 

18.37 

19.58 

21.52 

19.17 

19.08 

19.49 

20.93 

19.98 

19.82 

22.58 

21.40 

21.68 

21.30 

21.68 

D砒｛榊一｛〃五‘クo■∫、1892－7901，Apl〕E日dlx　1、エ五1L

次
に
イ
ン
ド
綿
糸
に
つ
き
、
同
報
告
は
、

　
イ
ン
ド
か
ら
の
綿
糸
輸
入
は
、
幣
制
改
革
に
よ
る
改
革
の
幅
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（23）一九世紀末における銀価変動と上海金融市場

　
　
と
同
程
度
の
影
響
を
受
け
た
よ
う
で
あ
る
。
上
海
ー
カ
ル
カ

　
　
ッ
タ
間
の
為
替
相
場
は
、
以
前
に
は
一
〇
〇
両
が
三
〇
三
耐

　
　
五
乱
に
安
定
し
て
い
た
が
、
イ
ン
ド
貨
幣
条
例
が
施
行
さ
れ

　
　
る
と
突
如
一
〇
〇
両
が
二
四
四
岨
に
下
落
し
、
そ
れ
以
来
一

　
　
貫
し
て
い
る
。
こ
の
下
落
に
伴
い
、
上
海
に
お
け
る
イ
ン
ド

　
　
糸
二
〇
番
手
の
価
樒
は
、
六
月
の
五
二
－
五
四
両
か
ら
一
八

　
　
九
四
年
一
月
の
六
六
－
六
八
両
へ
と
次
第
に
上
昇
し
た
。

　
　
－
…
イ
ン
ド
鋳
造
局
の
開
鎖
直
後
、
輸
入
量
は
前
年
同
期
比

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
乙

　
　
の
半
分
近
く
に
減
少
し
た
。

と
述
べ
、
銀
価
下
落
対
策
に
伴
う
価
椿
上
昇
と
輸
入
量
減
少
と
を

指
摘
し
て
い
る
（
表
2
．
参
照
）
。

　
他
方
、
中
国
品
の
輸
出
貿
易
に
つ
き
、
生
糸
の
例
を
見
よ
う
。

　
　
中
国
に
お
け
る
標
準
的
生
糸
の
価
椿
を
、
例
え
ぱ
七
里
糸
の

　
　
ベ
イ
ル

　
　
一
梱
は
現
在
四
三
〇
1
四
四
〇
両
で
あ
り
、
為
替
相
場
は
三

　
　
5
一
〇
吐
で
あ
る
。
こ
の
価
楕
は
為
替
相
場
が
六
i
で
あ
っ

　
　
た
二
〇
年
前
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
一
八
七
〇
年
に
は
、
ロ

　
　
ン
ド
ン
に
お
い
て
二
〇
㌫
の
金
で
一
h
程
度
の
生
糸
し
か
買

　
　
え
な
か
っ
た
が
、
現
在
で
は
ほ
ぼ
一
・
五
h
を
購
入
で
き
る

　
　
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
銀
の
購
買
ガ
が
一
定
で
あ
る
と
す

　
　
れ
ぱ
、
特
異
な
商
品
で
あ
る
金
の
価
椿
が
五
〇
％
上
昇
し
た

　
　
　
　
　
＾
8
〕

　
　
こ
と
に
な
る
。

　
こ
こ
に
は
、
上
海
に
お
け
る
生
糸
価
格
が
一
定
で
あ
っ
た
た
め
、

ロ
ン
ド
ン
で
は
金
銀
比
価
の
格
差
部
分
が
実
質
的
な
減
価
と
し
て

作
用
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
表
3
に
示
し
た
如
く
、
ロ
ン

ド
ン
の
生
糸
価
楕
は
、
為
替
変
動
に
直
結
し
て
変
動
し
て
い
る
。

表3銀価変動と生糸個格

上海価格
　（1梱）

1海関両の為
替相場

同日のロンド
ン建値

1893年6月
7月

8月

9月

10月

11月

12月

1894年1月
2月

3月

上海両
345

350

355

347芸

337去

340

33ア占

342去

347芸

352士

s．　d，

3ユ0暑
6姜

5壬

5壬

5芸

3占

2壬

0吾

g茎

昌。

11

ユ0

ユ0

d．

3

10

4芸

1芸

1芸

Bdti昌h　P肛1i與mmt趾y　P與per昌1Foエeig皿O伍㏄，五ψo〃∫〃’加y’〃1893

○冊’地芭丁1〃宮qf5此蜆冊g此ロー，P．18。
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一橋論叢 第八十七巻 第四号　（24）

こ
の
問
題
は
、
「
銀
価
下
落
に
届
拘
ら
ず
、
上
海
に
お
け
る
価
格

が
一
定
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
生
糸
生
産
に
刺
激
を
与
え
な
か
っ

＾
9
〕た
」
と
い
う
生
産
者
側
の
条
件
、
及
び
貿
易
金
融
が
外
国
銀
行
・

洋
行
に
掌
握
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
を
差
当
り
捨
象
す
れ
ぱ
、

銀
価
下
落
が
輸
出
に
有
利
に
作
用
し
う
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
よ

う
。
ま
た
、
銀
価
下
落
の
結
果
、
大
量
の
中
国
棉
花
が
非
常
に
安

い
相
場
で
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
に
輸
出
さ
れ
、
そ
れ
は
一
八
六
三
－
六

四
年
の
棉
花
飢
饅
以
来
な
か
っ
た
事
実
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ

　
＾
珊
）

て
い
る
。
中
国
の
輸
出
貿
易
に
関
し
て
は
総
じ
て
、

　
　
銀
の
金
価
樒
の
下
落
は
、
中
国
商
品
の
価
格
を
引
き
上
げ
る

　
　
効
果
を
発
揮
し
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
欧
州

　
　
側
が
支
払
い
可
能
な
限
度
額
以
内
で
購
入
で
き
る
多
種
類
の

　
　
商
品
を
、
旧
価
格
の
ま
ま
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
に
も
た
ら
す
、
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
1
）

　
　
う
効
果
を
与
え
て
い
る
。

と
捉
え
ら
れ
、
輸
出
品
目
並
ぴ
に
輸
出
相
手
国
の
多
様
化
が
注
目

さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
に
見
た
如
く
、
銀
価
下
落
が
輸
入
制
約
的
効
果
と
輸
出
促

進
的
効
果
と
を
も
た
ら
し
た
こ
と
を
、
輸
出
入
商
品
の
価
格
変
動

の
面
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
と
り
わ
け
在
中
国

外
国
人
輸
入
業
者
に
と
り
実
際
の
貿
易
取
引
の
局
面
で
一
層
間
題

と
さ
れ
た
点
は
、
単
に
銀
の
低
価
椿
化
の
み
に
あ
る
の
で
は
な
く
、

変
動
の
不
安
定
性
、
変
動
幅
の
大
き
さ
に
あ
っ
た
（
表
－
参
照
）
。

こ
の
打
開
策
と
し
て
採
用
さ
れ
た
方
法
が
次
項
に
見
る
買
附
委
託

制
で
あ
っ
た
。

　
2
．
買
附
委
託
制
H
邑
竃
“
身
ω
冨
昌
の
採
用
と
外
国
銀
行

　
駐
上
海
イ
ギ
リ
ス
領
事
N
H
ハ
ネ
ン
は
、
一
八
九
二
年
度
の
報

告
で
買
附
委
託
制
に
つ
き
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
長
期
に
亙
っ
た
為
替
相
場
の
変
動
に
よ
っ
て
、
商
人
達
は
取

　
　
引
の
方
法
を
変
更
せ
ね
ぱ
な
ら
な
か
っ
た
。
と
り
わ
け
輸
入

　
　
業
者
の
場
合
は
然
り
で
あ
っ
た
。
商
品
の
ス
ト
ヅ
ク
を
維
持

　
　
し
て
い
た
り
、
市
場
の
需
要
に
応
じ
て
と
り
寄
せ
た
り
す
る

　
　
と
い
う
方
法
に
代
り
、
商
人
達
は
イ
ギ
リ
ス
に
註
文
す
る
以

　
　
前
に
現
地
取
引
業
者
に
販
売
す
る
と
い
う
方
法
を
選
択
す
る

　
　
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
ら
は
、
ま
ず
銀
建
価
椿
と
為
替
相
場
と

　
　
を
同
時
に
定
め
、
次
い
で
電
報
で
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
宛
に
註

　
　
文
を
出
す
。
か
く
し
て
、
購
買
と
販
売
と
為
替
相
場
の
決
定
．

　
　
と
が
実
際
的
に
は
同
時
に
行
な
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
為
替
リ

　
　
ス
ク
は
銀
行
が
負
う
こ
と
と
な
り
、
外
国
人
輸
入
葉
者
は
取

　
　
引
の
過
程
で
手
数
料
の
み
し
か
獲
得
で
き
な
い
よ
う
に
な
っ
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（25）　一九世紀末における銀価変動と上海金融市場

　
　
た
。
…
…
銀
行
は
為
替
リ
ス
ク
を
負
う
が
、
手
形
の
販
売
と

　
　
購
入
と
を
同
額
に
す
る
こ
と
に
よ
り
自
己
防
衛
を
す
る
。
そ

　
　
の
結
果
、
ど
の
よ
う
に
為
替
が
変
動
し
よ
う
と
も
、
一
方
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
皿
〕

　
　
お
け
る
損
失
は
他
方
の
利
益
で
相
殺
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
記
さ
れ
た
如
く
、
輸
入
業
者
は
銀
価
下
落
対
策
と
し
て

買
附
委
託
制
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
、
銀
行
が
全

面
的
に
為
替
リ
ス
ク
を
担
う
こ
と
と
な
り
、
貿
易
金
融
の
銀
行
へ

の
集
中
が
一
層
も
た
ら
さ
れ
た
。
銀
行
は
そ
の
本
来
の
機
能
か
ら

し
て
も
、
為
替
の
売
と
買
と
の
均
衝
策
を
と
っ
た
の
で
あ
る
が
、

当
初
輸
入
貿
易
対
策
と
し
て
導
入
さ
れ
た
買
附
委
託
制
は
、
銀
価

変
動
下
で
は
、
必
然
的
に
銀
行
を
し
て
一
層
積
極
的
に
輸
出
貿
易

金
融
を
確
保
せ
し
め
る
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
中
国
に
関

し
て
、
茶
・
生
糸
の
輸
出
貿
易
で
は
、
一
八
七
〇
年
代
末
に
外
国

銀
行
は
既
に
地
方
金
融
機
関
（
銭
荘
）
に
短
期
貸
付
（
チ
目
ヅ
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
3
〕

ロ
ー
ン
）
と
し
て
買
付
資
金
を
供
給
し
て
い
た
。
更
に
、
香
港
上

海
銀
行
の
場
合
、
一
八
八
O
年
代
後
半
か
ら
支
店
網
を
ア
ジ
ア
各

地
に
拡
充
し
、
か
つ
金
建
準
備
金
の
増
加
を
企
図
し
て
ロ
ン
ド
ン

市
場
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
て
い
た
こ
と
に
鑑
み
れ
ぱ
、
銀
行
に

と
っ
て
の
貿
易
決
済
は
、
中
国
一
国
の
輸
出
入
に
関
す
る
均
衡
を

意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
多
地
域
間
に
お
け
る
多
角
的
決
済
の
結

~~4 ~~lo)~I~U~T~l~A~i (iOOO j~~]~~i) 
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果
と
し
て
の
均
衡
を
実
現
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
そ
の
結

果
、
当
時
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
綿
工
業
の
利
害
は
、
領
事
の
危
倶

に
も
拘
ら
ず
、
銀
行
に
と
っ
て
は
二
義
的
と
な
り
、
表
4
に
示
す

如
く
、
単
に
中
英
関
係
の
み
な
ら
ず
、
大
英
帝
国
全
体
と
の
関
係

の
中
で
の
中
国
の
位
置
が
間
趨
で
あ
り
、
そ
の
関
係
総
体
の
中
で

輸
出
入
及
ぴ
金
銀
価
格
格
差
の
均
衡
が
と
ら
れ
れ
ぱ
よ
い
と
い
う

こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
と
の
直
接
貿

易
の
増
加
が
少
い
と
い
う
領
事
の
指
摘
も
、
銀
行
に
と
っ
て
は
イ

ン
ド
産
綿
糸
の
対
中
国
輸
出
で
貿
易
決
済
上
は
処
理
さ
れ
う
る
で

。
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
・
日
本
の
綿
工
業
が
マ
ン
チ
ェ
ス

タ
ー
の
有
力
な
競
争
梱
手
と
な
っ
・
た
と
す
る
危
機
感
も
、
貿
易
関

係
全
体
か
ら
見
れ
ぱ
こ
の
時
期
に
は
相
対
化
さ
れ
、
綿
工
業
資
本

と
金
融
資
本
と
の
利
害
関
係
の
乖
離
を
齎
す
こ
と
と
な
っ
た
。

　
・
か
く
し
て
銀
価
の
下
落
は
、
貿
易
決
済
方
法
の
変
化
を
通
じ
て
、

ア
ジ
ア
に
お
け
る
外
国
銀
行
の
地
位
を
強
化
せ
し
め
る
こ
と
と
な

り
、
そ
の
外
国
銀
行
を
介
し
て
、
次
節
に
見
る
如
く
、
新
た
な
銀

価
対
策
と
し
て
の
投
資
活
動
が
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

二
　
投
資
活
動
の
展
開
と
上
海
金
融
市
場

1
．
株
式
投
資
と
対
清
朝
政
府
借
款

　
買
附
委
託
制
の
採
用
が
こ
の
時
期
の
貿
易
決
済
上
に
お
け
る
銀

価
下
落
対
策
で
あ
っ
た
上
す
る
な
ら
ぱ
、
今
一
つ
の
対
策
は
、
対

中
国
投
資
の
促
進
、
投
資
条
件
の
整
備
・
拡
充
で
あ
り
、
そ
れ
は

中
国
の
金
融
市
場
に
一
層
密
潜
し
た
行
動
と
し
て
現
わ
れ
た
。
銀

価
下
落
が
投
資
を
促
す
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
き
、
駐
上

海
イ
ギ
リ
ス
領
事
N
u
ハ
ネ
ン
は
一
八
九
三
年
の
報
告
で
次
の
如

く
述
べ
て
い
る
。

　
　
現
在
の
低
い
銀
価
は
、
外
国
資
本
が
中
国
に
良
好
な
条
件
で

　
　
投
資
す
る
た
め
の
特
異
な
機
会
を
提
供
し
て
．
い
る
。
も
し
中

　
　
国
政
府
が
、
鉄
遭
や
そ
の
他
の
公
共
事
業
の
た
め
の
借
入
れ

　
　
に
ヨ
ー
ロ
ヅ
バ
市
場
へ
赴
く
な
ら
ぱ
、
十
分
に
満
足
が
い
く

　
　
条
件
で
借
入
れ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
金
借
款
を
銀
換

　
　
算
す
る
と
原
額
の
二
倍
に
な
り
、
有
効
に
使
用
す
れ
ぱ
、
剰

　
　
余
の
報
酬
が
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
肥
沃
な
奔
流
の
よ
う
に
中

　
　
国
の
輸
出
貿
易
を
刺
激
し
て
貿
易
収
支
を
改
善
し
、
そ
の
結

　
　
果
、
西
欧
・
中
国
を
共
に
安
定
さ
せ
る
べ
く
銀
の
中
国
へ
の

　
　
流
入
を
齎
す
で
あ
ろ
う
。
：
・
…
も
し
中
国
が
外
国
企
業
に
公

　
　
正
に
開
放
さ
れ
た
な
ら
ば
、
何
年
間
も
流
入
を
待
機
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葺
〕

　
　
た
世
界
中
の
余
剰
銀
の
た
め
の
余
地
が
こ
こ
に
は
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
国
へ
の
投
資
条
件
に
関
す
る
認
識
を
前
提
と
し
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て
、
こ
の
時
期
の
上
海
に
お
け
る
投
資
は
ま
ず
株
式
へ
の
投
資
と

し
て
表
わ
れ
、
株
式
市
場
の
整
備
が
開
始
さ
れ
た
。

　
上
海
へ
の
投
資
を
吸
収
す
る
機
関
と
し
て
、
証
券
取
引
所
「
上

海
股
侮
（
株
式
）
公
所
H
幕
望
彗
嘗
竺
望
胃
＆
8
一
・
o
易
ぎ
ω
o
．

9
算
－
昌
」
が
一
八
九
一
年
（
光
緒
一
七
年
）
イ
ギ
リ
ス
商
人
を

中
心
に
設
立
さ
れ
た
（
一
九
〇
五
年
に
至
り
、
⊥
海
衆
業
公
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
這
〕

旨
彗
o
q
巨
μ
望
o
鼻
向
曽
－
一
彗
o
o
①
へ
と
改
組
・
拡
充
さ
れ
た
）
。
ま

た
同
年
ロ
ン
ド
ン
に
設
立
さ
れ
た
中
国
協
会
H
5
9
｛
冨
＞
窒
o
－

9
き
昌
は
、
元
香
港
総
督
U
鶉
く
o
竃
一
を
会
長
に
、
ジ
ャ
「

デ
ィ
ン
n
マ
セ
ソ
ン
商
会
の
峯
」
〈
窃
乏
寿
を
議
長
に
戴
き
、

上
海
・
香
港
・
横
浜
・
神
戸
に
地
方
委
員
会
を
設
置
し
、
そ
の
他

に
銀
行
委
員
と
し
て
香
港
上
海
銀
行
が
加
わ
っ
て
、
各
地
の
商
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
脆
〕

会
議
所
に
対
す
る
指
導
的
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
上
海
股
扮
公
所

に
登
録
さ
れ
た
企
業
は
、
す
べ
て
外
国
企
業
で
あ
り
、
業
種
別
企

業
数
は
表
5
に
見
る
と
お
り
で
あ
る
。
一
八
九
四
年
と
九
七
年
と

の
両
年
を
比
較
す
る
と
、
下
関
条
約
に
よ
る
工
業
企
業
権
の
規
定

に
よ
り
、
綿
工
業
そ
の
他
の
工
業
企
業
株
の
増
加
、
ま
た
土
地
会

社
株
の
払
込
み
額
の
増
加
、
社
債
・
工
部
局
債
・
中
国
政
府
債
の

募
集
も
多
額
に
昇
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
次
に
、
株
価

は
上
海
両
建
及
び
ド
ル
建
（
ド
ル
建
株
価
の
企
業
は
ほ
と
ん
ど
香

港
を
活
動
の
根
拠
地
と
す
る
）
が
大
部
分
で
あ
り
、
配
当
は
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
〃
）

八
九
四
年
六
月
期
の
四
四
社
の
年
平
均
で
七
・
六
％
で
あ
る
。
株

個
は
、
香
港
上
海
銀
行
の
場
合
、
例
外
的
な
高
値
で
は
あ
る
が
、

一
八
九
四
年
六
月
、
九
六
年
一
月
、
九
九
年
一
一
月
の
各
時
点
で

そ
れ
ぞ
れ
一
〇
〇
％
、
一
八
五
％
、
三
四
〇
％
の
プ
レ
、
ミ
ア
ム
が

　
　
　
竈
）

付
さ
れ
た
。

　
外
国
企
業
株
に
対
す
る
中
国
人
の
投
資
の
増
加
も
特
徴
的
で
あ

る
。
業
種
は
、
航
運
・
保
険
・
銀
行
・
ド
ッ
ク
・
地
産
・
各
種
工

業
・
公
共
事
業
な
ど
全
般
に
亙
り
、
株
主
も
、
当
該
企
業
の
買
辮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
9
）

の
他
に
、
商
人
、
紳
商
に
も
及
ん
で
い
る
。
ま
た
、
牽
僑
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
〕

投
資
活
動
も
一
八
九
〇
年
代
か
ら
急
増
し
て
い
る
。

　
新
た
な
株
式
投
資
の
活
況
と
共
に
、
一
層
大
規
模
な
投
資
は
、

溝
靭
政
府
に
対
す
る
借
款
で
あ
る
。
一
八
九
三
年
か
ら
一
九
〇
〇

年
ま
で
に
お
こ
な
わ
れ
た
二
三
件
の
借
款
の
う
ち
銀
麓
は
八
件
で

あ
り
、
借
款
額
の
比
率
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
借
款
の
み
を
取
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
ー
ル

ポ
ン
ド
建
四
〇
〇
〇
万
ポ
ン
ド
、
両
建
一
四
〇
〇
万
両
で
あ
り
、

換
算
比
一
七
対
一
と
な
り
、
圧
倒
的
に
金
建
が
多
い
。
貸
付
当
事

者
も
、
香
港
上
海
銀
行
を
筆
頭
に
、
イ
ギ
リ
ス
系
銀
行
で
は
、
チ

ャ
ー
タ
ー
ド
銀
行
、
マ
ー
カ
ン
タ
イ
ル
銀
行
な
ど
が
あ
り
、
そ
の

他
独
亜
銀
行
、
露
清
銀
行
な
ど
の
各
国
銀
行
が
統
き
、
洋
行
が
貸
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表5上海株式投資の業種別・通貨別内訳（単位1000；1上海両≒1．5ドル≒3s．）

　　　1894年12月
企業数上海両建　ドル建ポンド建

翼　　行

沿　　舶

罧物船
ド　ソ　ク

皮止場
毎上保険

κ災保険

広　　山

ヒ　　地

歩　　糖

語工業
…の他工業

き　の　他

3
4
4

5
3
6
3
4
2
3
0
5
ア

530

830

1，η0

392

2．000

600

250

714

ユ37

10，OO0

2．600

1．563

1．000

21367

　900
1．474

2．500

2100

　ユ30

1，080

893

747

125

144

　計
債・工部局
・政府債

49　9．293　23．714　1．909

13件　2，019　　　一　　一

　　　ユ89ア年12月
企業数上海両建　ドル建ポンド建

／
・

3
4
4 830

3．680

2．000

1．300

250

4．312

1．009

598

10．000

2I200

2．563

2．617

　800
1．492

2．933

2100

　180
1，435

820

753

125

152

60　　　13．979　　　26．920　　1．850

17件　2，922　　　一　　一

丁加W〃休αH〃H〃屯〃。D㏄emb旺14．1894及ぴDe㏄mbe■31，189フ．

行
舶
船

　
　
物

銀
船
貨

ク
場
険
険
山
地
糖
業
業
他

　
　
保
保
　
　
　
　
エ

ソ
止
　
　
　
　
　
　
工
他
の

　
　
上
災
　
　
　
　
の

ド
波
海
火
鉱
土
砂
綿
そ
そ

3
　
　
9

9
　
　
1

2
　
　
0

q
1
ら

　
件
4
9
1
3

　
局
　
部
債

計
工
府

　
・
政

　
債
・

　
社
償

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
1
）

付
当
事
者
と
な
る
例
は
大
き
く
減
少
し
て
い
る
（
尚
、
借
款
問

題
に
つ
き
第
三
節
参
照
）
。

　
2
．
上
海
銭
荘
業
と
資
金
調
達
問
題

　
外
国
商
人
の
経
営
に
な
る
上
海
股
扮
公
所
が
設
立
さ
れ
る
二

年
前
に
既
に
中
国
側
の
公
開
株
式
市
場
で
あ
る
「
平
準
股
票

（
株
式
）
公
司
」
の
設
立
が
公
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
趣
意
書

は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
帥
如
公
司
一
端
、
人
見
輪
船
招
商
興
開
苧
醸
務
獲
利
無
算
、

　
　
有
是
風
氣
大
開
、
璽
情
若
鷺
、
期
年
之
内
数
法
者
十
敷
．

　
　
起
。
毎
一
新
公
司
出
、
千
百
人
争
購
之
、
以
得
票
孚
幸
、

　
　
不
暇
計
其
事
之
興
衰
隆
替
也
。
…
…
今
孕
準
公
司
逐
日
懸

　
　
牌
、
定
出
眞
憤
、
如
免
換
鐘
洋
之
魏
衣
牌
然
、
可
一
見
而

　
　
＾
2
2
〕

　
　
知
。

　
輸
船
招
商
局
や
開
平
醸
務
局
に
対
し
て
示
さ
れ
た
商
人
か
ら

の
積
極
的
な
株
式
へ
の
応
募
は
そ
の
後
も
続
き
、
企
業
設
立
の

度
毎
に
株
式
投
資
ブ
ー
ム
が
生
ず
る
が
、
そ
の
後
の
株
価
の
変

動
に
ま
で
は
目
が
行
き
屑
か
な
い
。
そ
こ
で
平
準
公
司
を
組
織

し
、
そ
こ
で
株
価
を
公
表
し
て
株
の
売
買
の
便
を
図
ろ
う
と
し

た
も
の
で
あ
る
。
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（29）一九世紀末における銀価変動と上海金融市場

　
ま
た
、
銭
荘
相
互
間
の
決
済
を
円
滑
化
す
る
企
て
と
し
て
、
一

八
九
〇
年
に
涯
劃
（
手
形
）
総
会
が
設
立
さ
れ
、
一
定
額
の
手
形

を
相
互
に
発
行
し
て
互
に
清
算
す
る
と
い
う
手
形
交
換
所
の
原
型

に
相
当
す
る
組
織
が
作
ら
れ
た
。
こ
の
銭
業
涯
劃
総
会
は
銭
荘
活

動
の
要
と
し
て
、
こ
の
紺
互
決
済
の
他
に
、
非
会
員
銭
荘
の
代
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
3
）

及
ぴ
外
国
銀
行
か
ら
の
委
託
な
ど
も
引
き
受
け
て
い
た
。

　
右
の
如
き
金
融
市
場
を
整
備
せ
ん
と
す
る
試
み
が
あ
っ
た
が
、

一
八
九
〇
年
代
の
大
き
な
変
動
の
中
で
は
、
こ
れ
ら
が
必
ず
し
も

十
分
に
機
能
を
発
擬
し
た
と
は
言
え
な
い
。
そ
こ
で
以
下
に
費
金

欠
乏
を
告
げ
た
上
海
市
場
の
状
況
を
追
っ
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
ル

　
上
海
金
融
市
場
の
変
動
は
、
洋
麓
（
銀
圓
二
兀
に
対
す
る
上
海

九
八
規
銀
の
健
相
場
。
重
両
比
で
は
一
元
1
1
0
・
七
二
両
）
と
銀

析
（
銭
荘
の
貸
付
銀
千
両
に
対
す
る
日
歩
）
と
に
よ
り
銀
資
金
の

需
給
状
態
が
表
わ
さ
れ
る
。
表
6
に
見
る
如
く
、
一
八
九
〇
年
代

は
両
者
共
に
高
い
水
準
で
推
移
し
て
お
り
、
全
般
的
な
資
金
不
足

を
示
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
洋
麓
は
、
日
清
戦
争
時
期
、
一
八

九
七
年
の
工
場
建
設
ブ
ー
ム
期
、
一
九
〇
〇
年
の
義
和
団
の
乱
の

時
期
、
ま
た
銀
折
は
、
一
八
九
七
年
前
後
に
ビ
ー
ク
を
な
し
て
い

る
。
拡
大
し
つ
つ
あ
る
貿
易
量
、
株
式
・
企
業
建
設
へ
の
投
資
の

た
め
の
需
要
に
加
え
、
清
朝
政
府
に
よ
る
民
間
か
ら
の
戦
費
調
達
、

更
に
は
賠
償
金
支
払
い
の
た
め
の
資
金
需
要
が
次
第
に
大
き
く
な

っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
結
果
、
上
海
金
融
市
場
は
慢
性
的
な
資
金
不

足
の
状
態
に
陥
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
に
加
え
、
上
海
市
場
に
お
け

る
銀
折
が
高
騰
し
た
原
因
と
し
て
、
前
述
し
た
買
附
委
託
制
と
は

異
な
る
貿
易
決
済
方
法
の
採
用
が
あ
っ
た
。
駐
上
海
イ
ギ
リ
ス
領

事
N
－
－
ハ
ネ
ン
は
一
八
九
四
年
の
報
告
の
中
で
次
の
如
く
述
べ
た
。

　
　
買
附
委
託
制
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
る
契
約
に
関
連
し
て
、
去

　
　
年
〔
一
八
九
三
年
〕
、
そ
れ
と
は
異
な
る
方
法
が
大
規
模
に

　
　
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
方
法
で
は
、
価
格
は
そ
の
時
点
で
の
為

　
　
替
相
場
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
る
。
即
ち
、
中
国
人
取
引
業
者

　
　
は
あ
る
最
小
限
度
の
為
替
相
場
を
保
証
し
た
。

　
　
　
こ
の
方
法
で
は
、
中
国
人
貿
易
業
者
は
大
体
高
い
為
替
相

　
　
場
で
契
約
し
、
こ
の
よ
う
に
銀
価
を
常
に
高
く
維
持
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
）

　
　
と
に
よ
っ
て
の
み
、
自
ら
の
損
失
を
補
う
こ
と
が
で
き
た
。

　
こ
こ
に
示
さ
れ
た
中
国
人
貿
易
業
者
は
、
そ
の
資
金
源
を
銭
荘

に
依
存
し
て
お
り
、
銭
荘
は
相
互
間
で
、
ま
た
外
国
銀
行
か
ら
の

短
期
貸
付
に
よ
り
資
金
を
調
達
し
て
い
た
。
従
っ
て
、
表
6
の
当

該
年
の
銀
折
の
高
騰
に
対
し
、
こ
の
決
済
方
法
が
反
映
し
て
い
た

と
見
傲
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
一
八
九
七
年
一
一
月
の
事
例
で
は

あ
る
が
、
銀
抹
の
つ
り
上
げ
を
禁
止
す
る
上
海
遭
台
の
布
告
に
は
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表6 上海における洋箇・銀抹の変動

　　洋遜（両）

最高　　　最低
　　銀折（両）

最高　　　平均

ユ886

ユ887

1888

1889

1890

！891

1892

1893

ユ894

工895

1896

1897

1898

1899

1900

ユ901

0．752

0．735

0．738

0．755

0．741

0．740

0．743

0．741

0．763

0．η5

0．757

0．786

0．η6

0．760

0．ア85

0，747

0．724

0．720

0．722

0．726

0．734

0．720

0．724

0．ア22

0．726

0．737

0、ア25

0．726

0．728

0．728

0．731

0，730

0，90

0，65

0，80

1，00

0，50

0，60

0，60

1，00

0，50

0，65

0，90

1，00

0，85

0，92

1，00

0．45

O．15

0，15

0，17

0，19

0，19

0，13

0，13

0．19

C．09

0，06

0，22

0，24

0，21

0．16

C．17

0．08

中国人民銀行上海市分行編『上海銭荘史料』pp．609，628．原載
　は『申報』2毫ぴτム直＾一01〃・C乃｛加“〃〃切〃．

次
の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
近
來
各
鐘
荘
復
有
利
室
盤
買
賓
、
以
致
洋
債
日
澁
、
毎
天
折

　
　
息
重
至
三
元
之
多
、
而
銀
折
亦
因
之
加
大
。
：
：
：
査
上
海
市

　
　
面
出
入
多
用
現
銀
、
商
貫
興
銭
荘
通
有
無
、
折
息
原
不
能
禁

　
　
止
、
而
銀
洋
皆
系
合
作
規
銀
核
算
、
是
以
向
不
准
有
洋
折
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
蝸
）

　
　
目
、
…
合
亜
出
示
論
禁
。

　
銭
荘
の
空
取
引
に
よ
り
洋
価
（
洋
麓
）
が
、
さ
ら
に
銀
抹
が
高

　
騰
し
て
お
り
、
ま
た
、
銭
荘
め
中
に
は
、
独
自
に
洋
探

　
（
上
海
規
銀
に
換
算
せ
ず
に
銀
元
に
付
し
た
貸
付
利
子
）

　
を
定
め
て
い
る
も
の
が
あ
る
点
を
禁
止
し
て
い
る
。
そ
こ

　
で
は
、
銭
荘
が
商
人
に
現
銀
を
供
給
す
べ
き
位
置
に
あ
る

　
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
次
に
、
資
金
不
足
－
貸
付
利
子
の
高
騰
と
い
う
状
況
の

　
下
で
、
銭
荘
に
よ
る
資
金
捻
出
の
試
み
と
そ
の
破
綻
を
見

　
て
み
よ
う
。

　
　
　
貼
票
風
潮
蟹
生
子
一
八
九
七
年
（
光
緒
二
三
年
）
、

　
　
　
先
是
有
潮
（
州
）
帯
鄭
姓
開
設
協
和
鐘
荘
子
交
通
路

　
　
　
（
西
棋
盤
街
）
、
首
創
貼
票
辮
法
、
以
高
利
吸
牧
存
款
、

　
　
　
凡
以
現
金
九
十
鮭
元
存
入
者
、
即
由
鐘
荘
開
給
遠
期

　
　
荘
票
一
紙
、
到
期
後
、
可
持
票
往
敢
現
金
百
元
、
名

　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
■
　
　
　
　
＾
2
6
〕

日
貼
票
。
－
－
・
其
総
敷
絢
二
百
萬
元
左
右
。

　
潮
州
帯
の
鄭
某
が
開
設
し
た
銭
荘
か
ら
貼
票
（
私
募
債
の
一

種
）
が
開
始
さ
れ
た
。
一
部
の
銭
荘
が
九
〇
余
元
の
払
込
み
で
長

期
荘
票
（
二
力
月
前
後
）
を
手
渡
し
、
満
期
に
な
る
と
一
〇
〇
元

を
支
払
う
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
度
取
付
け
騒
ぎ
が

起
こ
る
と
、
貼
票
を
扱
わ
ぬ
銭
荘
に
ま
で
累
が
及
ぴ
倒
産
が
続
出

し
た
。
貼
票
そ
れ
自
身
は
一
種
の
私
募
償
と
竺
言
う
べ
き
形
式
を
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と
っ
て
お
り
、
同
年
の
清
朝
政
府
に
よ
る
内
償
（
後
述
）
と
類
似

し
て
い
る
。
但
し
、
こ
の
貼
票
が
旧
来
の
荘
票
（
銭
荘
の
発
行
に

な
る
一
覧
払
手
形
）
の
機
能
と
結
合
し
て
試
み
ら
れ
た
た
め
、
荘

票
が
持
つ
、
現
銀
を
基
礎
に
せ
ず
に
信
用
膨
脹
と
収
縮
と
を
循
環

す
る
と
い
う
動
き
を
加
遠
し
、
破
綻
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

　
か
く
し
て
、
一
八
九
〇
年
代
の
上
海
金
融
市
場
は
、
市
場
規
模

の
拡
大
”
資
金
不
足
の
状
況
下
、
銭
荘
の
み
で
は
こ
れ
に
対
応
し

え
ず
、
新
た
な
資
金
供
給
源
及
ぴ
信
用
機
関
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
こ
の
事
態
が
外
国
資
本
の
投
資
を
誘
引
す
る
中
国
側

の
条
件
を
形
作
っ
て
い
た
訳
で
あ
る
、
そ
し
て
、
利
権
収
回
を
摺

げ
、
・
外
国
銀
行
に
伍
し
て
右
の
要
請
に
応
え
ん
と
す
る
企
て
こ
そ
、

盛
宣
懐
を
頂
点
と
し
て
有
力
銭
荘
業
者
を
董
事
（
理
事
）
に
含
み
、

「
近
代
」
的
形
態
を
と
っ
た
中
国
通
商
銀
行
の
設
立
で
あ
っ
た
。

　
3
．
中
国
通
商
銀
行
と
上
海
金
融
市
場

　
銭
荘
に
短
期
資
本
を
融
資
す
る
位
置
は
外
国
銀
行
が
占
め
て
い

た
が
、
中
国
通
商
銀
行
の
上
海
に
お
け
る
活
動
も
外
国
銀
行
と
同

様
の
役
割
を
担
わ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
通
商
銀
行
が
上
海

両
を
決
算
単
位
に
採
用
し
、
銀
両
を
単
位
と
す
る
銀
行
券
を
発
行

し
て
い
る
こ
と
は
、
銭
荘
に
対
し
て
よ
り
近
い
関
係
に
立
と
う
と

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
η
）

し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
銭
荘
へ
の
資
金
貸
付
に
つ
き
、
盛
宣

懐
は
理
事
と
の
応
答
書
簡
の
中
で
、
上
海
本
店
の
理
事
に
次
の
指

示
を
与
え
た
。

　
　
上
海
銀
根
太
緊
、
年
終
各
銭
鋪
恐
有
不
委
。
査
九
月
俗
月
結

　
　
鐘
荘
折
票
〔
短
期
貸
付
〕
二
七
一
萬
五
千
饒
爾
。
目
前
探
息

　
　
極
厚
〔
銀
抹
八
鐘
〕
一
固
然
極
好
。
惟
査
涯
豊
各
銀
行
所
牧
抹

　
　
票
、
必
將
各
鐘
荘
質
在
底
理
査
探
明
白
、
分
列
上
等
・
中
等
、

　
　
上
等
至
多
放
銀
若
干
萬
、
中
等
至
多
放
銀
若
千
萬
、
細
心
之

　
　
至
、
故
從
無
銭
荘
倒
鰯
銀
行
之
銀
款
。
通
商
銀
行
亦
當
照
此

　
　
＾
㎎
）

　
　
辮
理
。

　
上
海
で
は
銀
が
不
足
し
て
お
り
、
銭
荘
は
資
金
の
調
達
が
困
難

で
あ
る
。
そ
の
銭
荘
に
対
し
て
通
商
銀
行
が
貸
付
を
行
な
っ
て
い

る
が
、
銀
抹
が
高
く
有
利
で
あ
る
。
但
し
、
香
港
上
海
銀
行
が
短

期
貸
付
を
行
な
う
場
合
、
各
銭
荘
の
実
情
を
調
ぺ
、
上
等
・
中
等

に
分
類
し
、
貸
付
限
度
を
設
け
て
い
る
た
め
損
失
を
被
ら
な
い
。

通
商
銀
行
も
こ
れ
に
倣
う
べ
き
で
あ
る
、
と
勧
め
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
上
海
の
理
事
は
、

　
　
査
上
海
各
銭
荘
本
有
頑
．
藤
．
壽
三
等
名
目
、
歴
來
因
折
票

　
　
而
累
及
公
款
者
甚
少
、
而
外
行
鱈
献
鐘
荘
者
甚
多
。
至
西
國

　
　
銀
行
與
我
行
情
形
不
同
・
洋
人
不
知
華
商
底
羅
、
故
有
隈
定
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＾
聖

　
　
敷
目
、
然
亦
虚
行
故
事
。

と
答
え
、
通
商
銀
行
の
貸
付
は
、
外
国
銀
行
が
銭
荘
に
対
し
て
欠
．

損
を
出
す
場
合
が
多
い
こ
と
に
比
し
て
、
銭
荘
の
実
態
を
熟
悉
し

て
い
る
た
め
む
し
ろ
安
全
で
あ
る
と
保
証
し
て
い
る
。
但
、
こ
の

九
月
末
の
決
算
は
、

　
　
弟
査
九
月
往
來
荘
猷
七
十
三
萬
鹸
雨
、
寧
波
班
牧
同
十
萬
、

　
　
各
典
牧
同
十
萬
、
裕
源
牧
同
二
萬
、
除
涯
漢
局
十
萬
外
、
絢

　
　
　
　
　
　
　
＾
3
0
）

　
　
存
現
鐘
八
十
鎗
萬
。

と
な
り
、
銭
荘
へ
の
貸
付
以
外
に
、
質
屋
・
新
式
綿
糸
工
場
（
裕

源
紗
廠
。
他
に
華
盛
・
大
純
紗
廠
）
な
ど
へ
の
貸
付
が
多
角
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
．
　
＾
訓
）

な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
洋
行
へ
の
貸
付
も
行
な
わ
れ
て
い
る
（
こ

れ
は
一
九
〇
〇
年
の
記
録
と
し
て
、
一
万
両
の
欠
損
の
た
め
会
審

衝
門
の
裁
判
と
な
っ
た
。
通
商
銀
行
か
ら
は
洋
大
班
A
l
ー
メ
イ
ト

ラ
ン
ド
が
原
告
と
し
て
出
廷
し
て
い
る
）
。

　
こ
れ
ら
の
上
海
金
融
市
場
と
の
係
わ
り
に
つ
き
、
盛
宣
懐
は
開

業
後
一
年
間
の
銀
行
活
動
を
報
告
し
た
上
葵
文
の
中
で
以
下
の
如

く
総
括
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
ポ
ソ
ド

　
　
近
年
金
錺
翔
貴
銀
幣
低
歴
、
百
物
騰
踊
輸
簿
窒
滞
。
如
上

　
　
海
通
商
総
涯
之
匿
、
而
銀
根
室
匿
商
情
山
及
山
及
、
皆
有
不
可
終

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
塊
〕

　
　
日
之
危
。
幸
通
商
銀
行
圭
持
市
面
、
銀
息
難
昂
猶
梢
有
限
制
。

　
こ
こ
で
は
、
上
海
市
場
が
金
貴
、
銀
幣
価
の
下
落
、
物
価
騰
貴
、

流
通
停
滞
の
状
況
下
で
銀
が
不
足
し
、
商
情
が
苦
境
に
陥
っ
た
と

き
、
通
商
銀
行
は
市
場
を
支
え
、
貸
付
利
子
の
昂
騰
に
対
し
て
も

眼
度
を
設
け
た
と
述
べ
、
銭
荘
に
対
す
る
資
金
供
給
、
市
場
安
定

化
作
用
を
強
調
し
た
。
一
九
〇
六
年
の
二
月
か
ら
八
月
ま
で
の
各

月
の
銭
荘
へ
の
貸
付
額
は
二
三
〇
万
両
か
ら
三
六
五
万
両
に
ま
で

　
　
　
＾
3
3
）

及
ん
で
い
る
。
表
7
の
決
算
報
告
は
、
通
商
銀
行
の
業
務
の
中
で
、

貸
付
の
割
合
が
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
準
備
金
が

計
上
さ
れ
て
い
な
い
点
は
、
香
港
上
海
銀
行
の
経
営
方
式
に
準
じ

た
に
も
拘
ら
ず
、
通
商
銀
行
の
組
織
が
株
式
組
織
と
い
う
よ
り
も

無
限
責
任
制
に
基
づ
く
合
移
的
組
織
に
類
似
し
て
い
る
と
見
傲
す

こ
と
が
で
き
る
。
官
と
の
連
繋
を
象
徴
し
た
戸
部
預
金
も
次
第
に

返
済
さ
れ
、
民
間
銀
行
と
し
て
の
性
椿
を
強
め
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
こ
と
は
、
通
商
銀
行
が
銭
荘
の
レ
ベ
ル
に
回
帰
し
た
こ
と
を

意
味
し
て
は
い
な
い
。
何
故
な
ら
ぱ
、
当
時
の
上
海
は
、
ω
中

国
・
外
国
資
本
を
問
わ
ず
新
た
な
民
間
工
業
企
業
が
増
加
し
て
お

り
、
ω
鉄
遭
を
中
心
と
す
る
官
業
の
拠
点
で
も
あ
り
、
㈹
海
関
機

構
を
通
じ
て
漕
朝
財
政
の
金
庫
と
も
な
っ
て
い
た
。
こ
の
状
況
下

で
外
国
銀
行
－
銭
荘
関
係
も
前
者
の
主
導
の
下
に
再
編
強
化
さ
れ

つ
つ
あ
っ
た
。
こ
の
中
で
の
銀
行
活
動
は
、
伝
統
的
な
銭
荘
の
活

4理
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表7中国通商銀行決算報告（1000両）

1898年上半期　1898年下半期　1906年下半期　1913年下半期

（負債〕

資　　本　　金

戸　部　預　金

諸　　預　　金
支払送金為替チ形

銀行券発行高

当期総益金

2．500

1．000

975

　76

　38
ユ81

2．500

1．O00

1．671

172

287

192

2．500

200

1．743

402

1105

401

2．500

3．898

217

1．251

1，058

　　　計
〔資産〕

現　　　　　銀

貸　　付　　金

割　引　手　形

各支店貸金
営業用地所建物

営業用什器

4，743；　　　　　　　　5．822　　　　　　　　　6．951　　　　　　　　　8，924

　58
4．486

156

　29

　14

388

3953

1256

143

　42

　40

287

5，990

ユ24

512

　13

　25

2．128

5．389

397

996

　11

　3

計4．7435．8226．9518，924〔損益表〕

株主配当銀　　100
前期繰越金　　　81

ユO0

92

ア5　　　　　　100

326　　　　　958

計　　　　　　1S1 192 40ユ　　　　　　　　　1，058

r’肥　＾一〇〃1一＿C’阯蜆刮　H埋10’4，11a＝oh　6，ユ899，止I乱y　29．1899．

東亜同文奮院『支那経済全書』繁四巻・アOアーフ09頁。犬村欣一『支那政治地理誌』下巻・5i1－512頁。

程か市る一て
はの場に八銀一十
’曲の至九行八
t1〕折活る七設九株
株を況ま年立六式
式経をで五の年募
募て背’月上一集
集進景株に奏一と
のめに式まが月支
地らし募ずなに店
域れつ集上さ盛網
的たつは海れ宜
及。も上でて懐ぴ　こ　　’海　開　以　に

人の幾金業降よ
的過つ融す’つ

政中
策国
　通
　商
　銀
　行
　と
　清
　朝
　借
　款

銀か合対金銀はい動
行つが応融行先。領
のた余で市設のと域
初。儀あ場立すりで
期そなりにはべわあ
活こく’対こてける
動でさ従すのの’商
の’れつる変分設業
内次るて宮化野立金
容節企既強しに者融
をにて成派つ係でに
検おに勢官つわあ止
討い他カ僚あつるま
すてなとかるて盛り
る通らのら上お宣得
。商な競の海り懐な
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範
囲
の
画
定
、
ω
銀
行
設
立
に
対
す
る
諸
批
判
へ
の
対
応
が
な
さ

れ
、
銀
行
の
基
本
的
性
格
が
形
成
さ
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
。

　
ま
ず
株
式
募
集
に
関
し
て
、
盛
宣
懐
の
私
信
が
編
纂
さ
れ
て
い
．

る
『
盛
宣
懐
未
刊
信
稿
』
に
散
見
す
る
記
述
を
地
域
別
に
分
類
す

る
と
左
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
京
城
（
北
京
）
二
呆
城
鷹
在
電
局
（
電
報
総
局
）
掛
號
。
銀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
払
）

　
　
　
行
買
京
屋
援
用
湘
掘
六
千
爾
。

　
　
天
津
一
天
津
商
股
二
十
萬
及
官
場
股
分
、
因
有
管
（
廷
献
）

　
　
　
　
　
　
　
＾
舶
〕

　
　
　
奏
、
観
望
不
激
。

　
　
上
海
一
銀
行
商
局
股
分
八
十
萬
、
椅
公
（
巖
信
厚
）
爲
総
董
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
％
〕

　
　
　
近
閲
報
軍
折
票
二
百
八
十
萬
之
多
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
η
）

　
　
漢
口
一
漠
行
甫
於
〔
十
月
〕
初
六
開
張
。

　
　
長
沙
一
熊
太
史
（
希
齢
）
己
集
股
敷
萬
。
長
沙
分
行
未
得
辮

　
　
　
　
　
＾
鎚
）

　
　
　
事
之
人
。

　
　
沙
埠
（
沙
市
）
一
願
附
股
者
己
不
少
。
聞
沙
埠
新
關
牧
税
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
9
）

　
　
　
銀
行
問
無
商
人
承
設
、
擬
請
附
入
銀
行
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
側
〕

　
　
（
郡
中
幸
爵
巣
・
廣
甫
常
忙
、
亦
得
官
簡
股
分
十
萬
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
1
〕

　
　
滴
城
一
願
附
股
不
少
。

　
　
湘
省
一
幸
承
佑
帥
登
高
之
呼
、
得
商
股
五
萬
七
千
雨
、
内
有

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
2
）

　
　
　
公
款
作
股
分
雨
萬
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
心
）

　
　
蘇
州
一
得
五
萬
、
亦
仲
紡
（
嚴
信
厚
）
之
カ
。

　
こ
れ
ら
の
他
に
、
こ
の
時
点
で
支
店
開
設
が
予
定
さ
れ
た
都
市

に
、
広
東
、
香
港
、
杭
州
な
ど
が
あ
る
。
盛
宣
懐
の
意
図
が
率
直

に
披
歴
さ
れ
て
い
る
私
信
か
ら
窺
わ
れ
る
特
徴
は
、
募
集
の
地
域

的
広
が
り
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
広
．
が
り
は
、
官
界
及
ぴ
銭
荘
関

係
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
募
集
は
上
海
本
店
の

開
業
時
に
は
、

　
　
前
牧
戸
部
存
款
百
萬
爾
、
商
局
股
銀
八
十
萬
雨
以
及
零
星
牧

　
　
股
者
絢
七
萬
雨
、
二
十
日
止
共
有
一
八
一
萬
二
八
二
七
爾
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
糾
）

　
　
倶
経
澄
〔
陳
塗
（
笙
郊
）
〕
分
存
南
北
各
銭
荘
代
爲
抹
息
。

と
あ
る
如
く
、
一
般
か
ら
の
応
募
は
七
万
余
両
に
止
っ
て
お
り
、

先
の
経
過
に
見
た
と
き
よ
り
縮
小
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
募
集

過
程
で
盛
宣
懐
に
加
え
ら
れ
た
批
判
の
結
果
で
あ
っ
た
。
即
ち
、

盛
が
、

　
　
銀
行
股
分
二
百
五
十
萬
、
本
己
招
齋
、
忽
有
総
署
〔
総
理
衙

　
　
門
〕
沓
駁
之
件
、
以
致
謡
己
冒
紛
起
、
商
情
梢
有
観
望
、
…
－
・

　
　
京
城
約
計
入
股
必
多
、
何
以
関
爲
無
聲
、
想
亦
爲
此
諾
言
之

　
　
＾
砧
）

　
　
故
。

と
嘆
じ
た
、
総
理
衙
門
か
ら
の
批
判
、
先
の
天
津
の
例
に
見
た
御

史
管
廷
献
か
ら
の
批
判
な
ど
、
申
央
政
府
か
ら
の
批
判
が
応
募
に
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影
響
を
与
え
た
。
更
に
盛
は
、

　
　
惟
銀
行
深
中
歴
豊
及
京
都
四
恒
之
忌
、
其
實
此
行
係
爲
保
守

　
　
中
國
利
構
起
見
、
免
致
誰
爲
俄
英
各
行
一
網
打
轟
而
巳
。
於

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
価
）

　
　
睡
豊
固
有
損
、
於
四
恒
不
特
無
損
且
有
益
也
。

と
述
べ
、
香
港
上
海
銀
行
及
ぴ
北
京
の
四
恒
銀
号
と
の
利
害
の
対

立
を
予
想
し
て
い
る
。
前
者
と
の
関
係
に
関
し
て
は
、
中
国
の
利

権
が
露
清
銀
行
や
香
港
上
海
銀
行
に
独
占
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
べ

き
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
通
商
銀
行
の
役
割
を
強
調
し
、
競
合

関
係
に
立
つ
と
指
摘
す
る
。
し
か
し
後
者
の
北
京
金
融
業
者
と
の

関
係
に
関
し
て
は
、
通
商
銀
行
は
損
失
で
は
・
な
く
利
益
を
与
え
る

は
ず
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

　
以
上
に
見
た
、
ω
官
界
か
ら
の
批
判
、
ω
香
港
上
海
銀
行
と
の

競
合
、
㈹
四
恒
銀
号
の
非
協
カ
、
の
三
点
に
亙
り
、
中
国
通
商
銀

行
は
そ
れ
ぞ
れ
が
主
張
す
る
自
己
防
衛
策
に
直
面
し
た
訳
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
制
約
要
因
を
如
何
に
打
開
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
を
め

ぐ
っ
て
、
中
国
通
商
銀
行
の
初
期
活
動
が
展
開
さ
れ
る
。

　
2
．
官
金
取
扱
い

　
上
海
本
店
の
開
業
か
ら
一
生
を
経
過
し
、
盛
は
活
動
状
況
を
報

告
し
、
更
に
活
動
領
域
を
拡
大
す
る
た
め
の
新
た
な
提
案
を
行
な

っ
て
い
る
。
報
告
の
第
一
点
は
支
店
網
に
関
し
て
で
あ
り
、
一
八

九
七
年
五
月
の
時
点
で
、
天
津
・
漢
口
・
広
州
・
汕
頭
・
煙
台
・

鎮
江
．
北
京
に
開
設
さ
れ
て
い
る
。
第
二
点
は
前
節
に
見
た
、
銭

荘
へ
の
貸
付
に
よ
る
上
海
金
融
市
場
の
安
定
に
関
し
て
で
あ
る
。

続
け
て
官
金
と
の
連
繁
に
つ
き
以
下
の
如
く
提
案
し
て
い
る
。
・

　
　
仰
懇
政
下
戸
部
通
行
各
省
關
。
嗣
後
凡
存
解
官
款
但
係
設
有

　
　
申
國
通
商
銀
行
之
鹿
、
務
須
統
交
銀
行
牧
存
躍
解
以
符
事
髄
。

　
　
而
樹
風
聲
及
其
成
数
大
著
、
則
如
昭
信
股
票
以
及
造
路
開
横

　
　
几
有
招
股
之
事
、
皆
可
倣
照
西
國
蹄
於
銀
行
代
辮
。
較
之
官

　
　
カ
號
召
、
自
無
粁
楕
猜
擬
之
弊
。
是
以
泰
西
及
日
本
國
家
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
包

　
　
莫
不
重
硯
銀
行
カ
爲
扶
翼
。

　
中
国
通
商
銀
行
に
官
金
預
金
及
ぴ
官
金
送
金
（
存
解
官
款
）
を

担
当
さ
せ
、
そ
れ
に
基
づ
く
銀
行
信
用
の
強
化
に
よ
り
、
内
債
募

集
（
昭
信
股
粟
）
の
代
行
、
鉄
遣
薙
設
・
鉱
山
経
営
の
株
式
募
集

が
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
西
欧
及
び
日
本
で
は
銀
行
を
重
視
し
、

国
が
支
援
し
て
い
る
、
と
述
べ
、
銀
行
の
活
動
領
域
を
拡
大
す
べ

き
新
た
な
提
案
を
行
な
っ
た
。
以
下
順
次
そ
れ
ら
の
帰
趨
を
追
っ

て
み
た
い
。

　
官
金
の
預
金
・
送
金
業
務
の
分
担
に
つ
き
、
盛
宣
懐
の
上
奏
か

ら
一
力
月
の
後
に
許
可
の
上
諭
が
下
っ
た
。
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著
盛
宣
懐
、
將
銀
行
政
存
官
款
、
如
何
議
生
利
息
、
睡
免
官

　
　
款
、
如
何
議
滅
匿
費
、
先
興
各
省
關
商
訂
明
確
、
切
實
辮
理
。

　
　
並
著
戸
部
、
沓
行
各
省
絡
軍
・
督
撫
・
各
關
監
督
、
几
有
通

　
　
商
銀
行
之
鹿
、
躍
免
官
款
・
協
鰹
。
如
査
明
躍
費
軽
減
、
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
響

　
　
酌
交
通
商
銀
行
妥
慎
承
辮
、
以
重
商
務
。

　
即
ち
、
預
金
の
場
合
に
は
利
子
の
高
さ
、
送
金
の
場
含
に
は
手

数
料
の
安
さ
を
明
確
に
し
、
各
省
の
官
金
（
税
糧
・
関
税
）
及
ぴ

軍
費
を
通
商
銀
行
に
取
扱
わ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て

通
商
銀
行
が
そ
れ
ら
を
資
金
と
し
て
商
務
を
振
興
さ
せ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。
官
金
取
扱
い
が
実
際
に
ど
の
程
度
な
さ
れ
た

の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
一

九
〇
〇
年
の
義
和
団
の
乱
に
関
係
し
て
、

　
　
武
衡
中
軍
鮪
銀
三
十
一
萬
雨
向
存
京
都
印
國
通
商
銀
行
。
因

　
　
該
銀
行
己
被
焚
殻
該
行
、
商
致
上
海
銀
行
信
糧
、
請
由
上
海

　
　
＾
望

　
　
免
機
。

と
記
さ
れ
て
お
り
、
軍
費
の
一
都
が
北
京
支
店
に
預
金
さ
れ
て
い

た
。
ま
た
、
義
和
団
に
よ
っ
て
建
物
が
破
壊
さ
れ
た
た
め
、
上
海

か
ら
送
金
す
る
手
筈
が
整
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
先
の
「
商
務
重

視
」
の
記
述
と
共
に
上
海
に
お
い
て
資
金
が
運
用
さ
れ
て
い
た
事

実
を
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
（
後
述
）
。

　
3
．
昭
信
股
票
（
内
債
）
の
仲
介

　
溝
靭
政
府
は
、
そ
れ
以
前
の
時
代
と
同
様
に
、
予
算
制
度
を
施

行
せ
ず
に
、
伝
統
的
な
「
量
入
為
出
」
の
方
法
を
財
政
運
営
の
原

則
と
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
出
費
が
増
大
し
た
場
合
に
は
、
旧

税
の
増
徴
、
新
税
の
増
設
に
よ
り
対
処
し
て
き
た
の
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
財
政
運
営
は
外
国
借
款
の
受
入
れ
を
促
し
た
清
朝
側
の
条
件

　
　
　
　
（
5
0
〕

を
な
し
て
い
た
。
他
方
、
西
欧
諸
国
は
こ
の
条
件
を
自
ら
の
投
資

拡
大
策
の
中
に
と
り
込
み
、
対
中
国
借
款
を
増
大
さ
せ
て
き
た
。

し
か
し
、
日
滴
戦
争
に
よ
る
戦
費
・
賠
償
金
の
膨
脹
が
清
朝
財
政

を
圧
追
し
た
た
め
、
清
朝
内
部
か
ら
、
対
外
債
務
負
担
の
軽
減
を

主
張
す
る
意
見
が
、
折
か
ら
の
自
強
論
を
背
景
に
撞
頭
し
、
内
債

募
集
へ
の
転
換
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
表
8
に
見
る
如
く
、

清
末
中
国
の
歳
出
入
（
試
算
）
は
、
歳
出
超
過
で
あ
り
、
か
つ
そ

の
中
で
軍
事
費
と
外
償
元
利
返
済
と
で
全
体
の
五
八
％
を
占
め
て

い
る
。
ま
た
、
歳
入
に
つ
き
、
塩
税
・
海
関
税
・
麓
金
・
常
関
税

な
ど
間
接
税
の
比
重
が
高
く
、
こ
れ
ら
は
基
本
的
に
は
外
償
の
担

保
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
利
権
分
割
に
対
す
る
危
機
感
や
、
銀
価

下
落
に
よ
る
返
済
額
の
実
質
増
を
避
け
ん
と
し
て
内
債
募
集
の
声

が
高
ま
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
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中
国
史
上
最
初
の
内
償
は
、
日
清
戦
争
の
軍
費
捻
出
の
た
め
に
、

一
八
九
四
年
九
月
．
（
光
緒
二
〇
年
八
月
）
に
募
集
が
開
始
さ
れ
た
。

戸
都
の
上
葵
は
、

　
　
伏
査
近
年
以
來
、
儒
藏
偶
有
不
敷
、
佳
往
恩
借
洋
款
、
多
論

表81901年度中国の歳出入（R．ハートの試算）

歳入（1000両）

地丁銀
糟　　米

塩　　税

海関税
麓　　金

常関税
アヘン収入

そ　の　他

26500

3100

13500

23．800

16．000

2．700

2．200

2，600

計　　　　g0，400

歳出（1000両）

皇室費・中央行政費

隆　海　軍　費
外　　交　　費
外償元　利　費
鉄遭建設費・河工費

税関燈台経費
地方　行　政費
そ　　　の　　　他

計

12．480

35000

ユ，000

24．000

1．740

3＝600

20．300

3＝000

101，120

S．R．Wag旧1，F一舳蜆o｛舳C加舳，PP・339，347・

銀
米
税
税
金
税
入

　
　
　
　
　
　
　
収

丁
　
　
　
関
　
　
関
ン

　
　
　
　
　
　
　
ヘ

地
糟
塩
海
麓
常
ア

　
礎
慣
、
折

　
耗
賀
多
。

　
因
恩
申
華

　
之
大
、
富

　
商
亘
質
、

　
豊
無
急
公

　
　
募
義
之
人
。

　
若
以
息
．
借

　
　
洋
款
之
法
、

　
　
施
諸
中
國

　
　
商
人
、
但

　
　
使
誠
信
允

　
　
孚
、
自
亦

　
　
　
　
＾
虹
〕

　
　
楽
於
従
事
。

と
そ
の
趣
旨
を

述
べ
て
い
る
。

即
ち
、
ポ
ン
ド
建
の
外
国
借
款
は
、
銀
価
下
落
に
よ
り
返
済
の
負

担
が
増
大
し
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
の
外
償
の
方
法
を
申
国
商
人
に

適
用
し
、
誠
意
を
以
て
対
す
れ
ぱ
中
国
商
人
は
率
先
し
て
応
募
す

る
で
あ
ろ
う
、
と
提
案
し
て
い
る
。
外
債
の
方
法
を
内
償
に
適
用

す
る
際
の
募
償
条
件
は
、
償
遺
期
限
を
二
年
半
と
し
、
六
力
月
を

一
期
、
第
二
期
よ
り
四
分
の
一
ず
つ
償
選
す
る
と
い
う
も
の
で
あ

り
、
利
息
は
年
七
分
と
さ
れ
た
。
募
集
状
況
は
、
広
東
省
の
五
〇

〇
万
両
を
筆
頭
に
、
江
蘇
省
一
八
四
万
両
、
山
西
省
二
二
〇
万
両
、

直
隷
省
と
北
京
と
が
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
〇
万
両
、
そ
の
他
を
含
め
一
、

　
　
　
　
　
　
　
＾
躯
）

一
〇
二
万
両
で
あ
っ
た
。
翌
一
八
九
五
年
五
月
、
戸
部
は
、
銀
が

高
騰
し
て
民
生
に
悪
影
響
を
及
ぽ
す
こ
と
を
危
倶
し
、
予
定
額
を

越
え
た
と
し
て
、
募
集
を
停
止
し
た
。
但
し
、
こ
の
内
償
は
形
式

的
に
は
利
子
、
返
済
期
限
を
定
め
た
公
債
で
あ
っ
た
が
、
実
際
の

募
集
過
程
で
行
な
わ
れ
た
強
制
割
当
は
貧
者
に
多
い
有
様
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藁
〕

そ
こ
に
生
じ
た
弊
害
は
、
次
の
内
償
に
悪
影
響
を
与
え
た
。

　
一
八
九
八
年
一
月
、
右
中
允
黄
思
永
は
自
強
股
票
を
発
行
し
て

内
償
を
募
集
す
べ
き
こ
と
を
提
案
し
た
。
黄
は
、

　
　
不
知
在
外
洋
興
在
通
商
口
岸
之
華
民
、
依
傍
洋
人
、
買
票
借

　
　
款
者
甚
多
、
不
能
自
用
、
乃
以
資
人
。
且
播
紳
之
私
財
、
寄

　
　
頓
於
外
國
銀
行
、
或
託
名
洋
商
螢
運
者
、
不
知
凡
幾
、
存
中

439



一橋論叢 第八十七巻 第四号　（38）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
到
〕

　
　
國
之
銀
號
票
荘
者
叉
無
論
案
。

と
述
べ
、
外
国
の
用
に
資
し
て
い
る
中
国
人
の
資
本
が
多
い
と
指

摘
し
、
股
票
を
発
行
し
て
割
当
て
こ
れ
ら
資
金
を
吸
収
す
る
方
策

を
提
出
し
た
。
こ
れ
を
承
け
た
戸
部
は
、
任
意
の
購
入
と
し
、
償

券
を
昭
信
股
票
と
名
付
け
、
百
両
票
を
五
〇
万
枚
、
五
百
両
票
を

六
万
枚
、
千
両
票
を
二
万
枚
、
合
計
一
億
両
を
発
行
し
、
利
子
は

年
五
分
、
担
保
は
地
租
・
塩
税
、
期
限
は
二
〇
年
（
一
〇
年
間
据

置
き
、
そ
の
後
分
償
）
と
し
た
。
こ
の
攻
扱
い
は
、
黄
の
案
で
は
、

銀
行
・
票
荘
・
銀
号
・
典
当
が
取
扱
い
、
官
は
係
わ
ら
ぬ
と
い
う

内
容
で
あ
っ
た
が
、
戸
部
は
各
省
に
官
設
の
昭
信
局
を
置
き
、
取

　
　
　
　
　
　
＾
∬
）

扱
い
を
担
当
さ
せ
た
。
募
集
の
経
過
は
全
く
不
振
で
あ
り
、
か
つ

各
地
か
ら
強
制
割
当
に
よ
る
弊
害
が
報
告
さ
れ
、
結
果
は
江
蘇
省

の
二
一
〇
万
両
を
箪
頭
に
、
安
徽
省
五
〇
万
、
河
南
省
、
泰
天
省

三
〇
万
、
全
国
合
計
五
〇
〇
万
両
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
一
八
九
八

年
二
月
に
募
集
が
開
始
さ
れ
た
が
、
同
年
十
二
月
に
不
振
の
た
め

　
　
　
　
＾
脆
）

停
止
さ
れ
た
。

　
こ
の
昭
信
股
票
に
関
し
て
、
盛
宣
懐
は
　
　
　
　
　
．

　
　
聞
京
兆
已
請
援
昭
信
款
二
百
萬
、
現
擬
擦
質
會
奏
、
務
求
傭

　
　
賜
査
明
原
案
、
設
法
威
金
、
碑
免
蹉
蕨
、
裕
師
過
漏
、
曾
謀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
研
）

　
　
切
墾
求
、
似
甚
闘
切
垂
諒
。
公
私
之
幸
。

と
記
し
て
お
り
、
応
募
者
の
一
人
で
あ
っ
た
に
止
ま
っ
て
い
る
。

　
以
後
清
朝
期
に
は
内
償
は
発
行
さ
れ
ず
、
民
国
元
年
（
一
九
一

一
年
）
五
月
の
愛
国
公
償
に
至
っ
て
、
一
連
の
内
償
が
発
行
さ
れ

。
る
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
、
既
に
中
国
銀
行
・
交
通
銀
行
が
取

　
　
　
　
　
　
　
＾
珊
）

扱
い
を
担
当
し
て
い
る
。

　
4
．
外
国
借
款
の
伸
介

　
中
国
通
商
銀
行
土
外
国
借
款
と
の
関
係
を
論
じ
た
盛
宣
懐
の
議

論
の
中
に
、
日
清
戦
争
直
後
の
、
即
ち
、
潜
朝
政
府
が
直
面
し
た

未
曾
有
の
戦
費
及
ぴ
対
日
賠
償
金
の
財
政
的
負
担
を
処
理
す
べ
き

局
面
に
お
け
る
、
諸
課
題
が
集
中
的
に
表
わ
さ
れ
て
い
る
。
一
八

九
七
年
一
一
月
（
光
緒
二
三
年
一
〇
月
）
盛
宣
懐
は
戸
部
尚
沓
翁

同
蘇
宛
に
、
借
款
・
鉄
路
・
銀
行
の
三
項
に
亙
り
大
局
を
論
じ
て

い
る
。
そ
の
中
の
銀
行
の
項
に
於
て
、
ま
ず
、
　
　
　
　
　
1

　
　
夫
通
商
銀
行
之
設
、
大
有
益
於
公
家
者
、
　
一
日
招
商
股
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ー

　
　
目
借
民
債
。
然
不
先
有
以
扶
翼
之
、
矯
恐
得
氣
之
難
也
。
呼

　
　
利
借
絶
能
成
、
則
五
十
年
強
金
・
盤
課
悉
蹄
該
行
牧
付
、
而

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
弱
〕

　
　
扶
翼
多
突
。
將
來
必
能
由
骸
行
経
借
民
債
。

と
述
べ
、
銀
行
設
立
は
、
商
人
か
ら
資
金
を
吸
収
し
た
り
昆
償
を

募
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
利
点
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
も
し
こ
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れ
を
〔
政
府
が
〕
援
助
し
な
い
場
合
に
は
、
商
股
・
民
償
に
応
募

す
る
意
欲
を
生
じ
さ
せ
な
い
、
と
指
摘
す
る
。
そ
の
援
助
の
内
容

と
は
、
当
時
、
対
日
賠
償
金
支
払
の
た
め
に
外
償
発
行
を
欠
渉
し

て
い
た
呼
利
．
国
o
o
－
Φ
さ
言
冒
宥
㎝
g
身
目
畠
o
罫
Φ
と
清
朝
政
府
と

の
間
を
銀
行
が
仲
介
し
、
担
保
で
あ
り
、
か
つ
返
済
源
で
も
あ
っ

た
麓
金
税
及
び
塩
税
を
銀
行
が
取
扱
う
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

　
こ
れ
は
全
く
の
願
望
で
は
な
く
、
当
時
の
戸
都
侍
郎
で
あ
っ
た

張
蔭
桓
が
こ
の
麓
金
・
塩
税
の
取
扱
い
に
つ
き
言
質
を
与
え
て
い

る
。
即
ち
、

　
　
不
拘
借
何
國
何
行
之
款
、
而
我
之
麓
金
・
麗
課
価
可
按
月
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
0
〕

　
　
赴
通
商
銀
行
、
再
易
錺
以
交
外
國
銀
行
、
不
必
呼
利
濁
可
也
。

と
あ
り
、
相
手
の
如
何
に
拘
ら
ず
通
商
銀
行
が
恒
常
的
に
麓
金
・

塩
税
を
受
け
取
り
、
こ
れ
を
ポ
ン
ド
に
替
え
て
外
国
銀
行
に
渡
す
．

と
い
う
訳
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
次
の
二
点
の
新
た
な
問
題
が
あ

る
。
即
ち
、
川
借
款
の
担
保
・
返
済
源
に
、
従
来
か
ら
の
海
関
税

で
は
な
く
麓
金
と
塩
税
と
を
新
た
に
充
用
せ
ん
と
し
て
い
る
こ
と
、

－
②
従
来
の
返
済
方
法
で
は
、
返
済
資
金
は
海
関
か
ら
上
海
道
台
を

経
て
上
海
の
外
国
銀
行
へ
と
手
渡
さ
れ
、
外
国
銀
行
が
そ
れ
を
本

国
へ
送
金
す
る
か
、
或
い
は
、
そ
の
時
点
の
金
銀
比
価
に
よ
っ
て

は
そ
れ
を
上
海
市
場
に
投
資
す
る
か
の
選
択
を
行
な
う
も
の
で
あ

＾
飢
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

っ
た
。
し
か
し
こ
こ
で
は
借
款
返
済
の
新
た
な
取
扱
機
関
と
し
て

中
国
通
商
銀
行
が
位
置
し
、
外
国
銀
行
の
既
得
の
領
域
の
一
部
に

置
き
替
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
ω
に
つ
き
、
盛
宣
懐
は
続
け
て
、

　
　
此
義
闘
係
通
商
銀
行
之
興
衰
、
亦
闘
係
國
償
民
債
之
槽
輿
、

　
　
乞
中
堂
世
伯
（
李
鴻
軍
）
即
與
儀
相
預
爲
簿
簡
。
此
係
戸
部

　
　
援
款
自
圭
之
槽
、
不
過
以
通
商
銀
行
當
作
上
海
道
庫
而
巳
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
2
〕

　
　
雄
狡
狼
如
睡
豊
、
亦
難
禁
我
不
如
此
也
。

と
述
べ
、
通
商
銀
行
が
戸
部
の
上
海
に
お
け
る
金
庫
係
を
預
る
に

過
ぎ
な
い
と
、
銀
行
の
役
割
を
限
定
し
、
老
檜
な
香
港
上
海
銀
行

す
ら
口
出
し
は
で
き
な
い
と
自
ら
を
防
衛
し
て
い
る
。
し
か
し
、

上
海
遣
台
の
金
庫
の
役
割
の
代
替
は
、
当
時
、
返
済
金
が
上
海
に

集
中
し
て
い
た
事
実
に
鑑
み
れ
ば
、
外
国
銀
行
に
対
す
る
中
国
側

の
窓
口
と
な
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
更
に
、
海
関

制
度
と
密
接
に
結
ぴ
つ
い
て
い
た
外
国
銀
行
に
対
し
て
”
自
主
・

を
主
張
し
う
る
位
置
に
通
商
銀
行
が
立
ち
得
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。

フ
ー
リ
ー
H
ジ
ャ
ミ
ソ
ン
と
の
借
款
交
渉
過
程
は
、
通
商
銀
行
と

香
港
上
海
銀
行
と
の
競
合
が
特
徴
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
借

款
交
渉
は
、
日
本
へ
の
賠
償
金
支
払
い
を
名
目
と
し
て
開
始
さ
れ

た
。
既
に
、
最
初
の
返
済
は
一
八
九
五
年
七
月
の
露
仏
借
款
に
よ

り
五
千
万
両
（
遼
東
半
島
返
還
費
三
千
万
両
と
共
に
）
が
、
二
度
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目
は
一
八
九
六
年
三
月
の
第
一
次
英
独
借
款
（
香
港
上
海
銀
行
及

ぴ
独
亜
銀
行
）
一
六
〇
〇
万
ポ
ン
ド
よ
り
七
〇
〇
〇
万
両
が
支
出

　
　
＾
ω
）

さ
れ
た
。
そ
の
後
の
事
情
を
李
鴻
章
は
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

　
　
査
日
款
筒
有
未
交
銀
絢
一
萬
萬
爾
。
若
不
如
期
交
清
、
於
國

　
　
髄
利
機
均
有
損
擬
。
然
除
綬
借
洋
債
更
無
別
法
、
而
借
款
之

　
　
難
多
方
勒
礒
。
本
月
（
一
八
九
七
年
八
月
）
初
間
擦
盛
宣
懐

　
　
電
稗
、
有
英
商
呼
利
窟
悟
生
公
司
［
■
o
〇
一
｛
言
昌
募
冒

　
　
ω
毛
ま
s
註
］
遣
來
董
事
加
爾
胴
蕨
克
［
穴
胃
一
軍
o
ω
邑
］
構

　
　
允
借
銀
一
千
六
百
萬
錺
、
周
息
五
麓
、
九
五
抽
、
五
十
一
年

　
　
＾
佛
）

　
　
遺
清
。

　
対
日
賠
償
金
を
期
隈
内
に
返
済
で
き
な
い
場
合
、
国
体
・
利
権

が
損
わ
れ
て
し
ま
う
が
、
返
済
に
は
外
債
を
更
に
借
り
る
以
外
に

は
方
法
は
な
い
。
し
・
か
も
こ
の
借
款
も
困
難
で
あ
る
。
そ
の
時
盛

宣
懐
か
ら
、
英
商
フ
ー
リ
ー
1
－
ジ
ャ
ミ
ソ
ン
が
ニ
ハ
○
○
万
ポ
ン

ド
の
借
款
を
提
供
す
る
と
い
う
連
絡
が
あ
っ
た
。

　
フ
ー
リ
ー
1
－
ジ
ャ
ミ
ソ
ン
は
鉄
遺
建
設
に
携
わ
る
開
発
会
社
で

あ
り
、
こ
の
時
も
、
盛
宣
懐
に
対
し
て
盧
漠
鉄
遣
建
設
へ
の
参
加

　
　
　
　
　
　
＾
砧
）

を
働
き
か
け
て
い
た
。
他
方
李
鴻
章
は
、
購
和
条
約
第
四
条
に
規

定
さ
れ
た
賠
償
金
返
済
に
つ
き
、
折
か
ら
の
銀
価
下
落
に
よ
る
返

済
額
の
増
大
を
危
倶
し
、
八
年
間
に
亙
る
分
割
払
い
で
は
な
く
、

利
子
が
免
除
さ
れ
る
批
准
交
換
後
三
年
以
内
の
返
済
を
考
え
て
い

＾
6
6
）
た
。
そ
し
て
、
盛
宣
懐
を
通
じ
フ
ー
リ
ー
H
ジ
ャ
ミ
ソ
ン
ー
ー
シ
ン

ジ
ケ
ー
ト
と
の
間
に
一
八
九
七
年
八
月
に
借
款
協
定
が
結
ぱ
れ
た
。

第
四
条
に
担
保
が
規
定
さ
れ
、
剰
余
の
海
関
税
及
ぴ
初
め
て
借
款

返
済
に
充
て
ら
れ
た
麓
金
・
塩
税
が
返
済
源
と
さ
れ
た
。
第
五
条

に
中
国
銀
行
（
中
国
通
商
銀
行
）
が
上
海
或
い
は
ロ
ン
ド
ン
で
中

国
政
府
か
ら
月
毎
に
受
け
取
っ
た
金
を
半
年
毎
に
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
研
〕

に
返
済
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
。

　
こ
の
借
款
協
定
に
対
し
て
盛
宣
懐
は
次
の
評
価
を
与
え
て
い
る
。

即
ち
、

　
　
該
公
司
□
｝
o
9
｛
旨
邑
鶉
昌
ω
毛
昌
o
讐
詩
］
硯
通
一
商
銀
行

　
　
一
如
睡
豊
・
濁
華
也
。
彼
面
子
上
頗
助
通
商
銀
行
。
謂
我
國

　
　
家
當
無
不
願
移
外
國
銀
行
所
侵
之
利
益
蹄
諸
通
商
銀
行
。
實

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟
〕

　
　
則
彼
恐
盤
課
・
麓
金
臨
時
延
諜
、
要
由
通
商
銀
行
保
其
牧
付
。

と
あ
り
、
フ
i
リ
ー
u
ジ
ャ
ミ
ソ
ン
は
表
面
的
に
は
通
商
銀
行
を

香
港
上
海
銀
行
や
独
亜
銀
行
と
同
列
に
置
い
て
見
て
お
り
、
外
国

銀
行
が
侵
占
し
た
利
益
を
通
商
銀
行
に
移
す
こ
と
を
願
っ
て
い
る

と
言
っ
て
い
る
。
し
か
し
実
際
は
、
塩
税
・
麓
金
の
支
払
い
が
遅

延
し
た
場
合
、
通
商
銀
行
に
取
立
て
を
保
証
さ
せ
よ
う
と
し
て
い

る
の
だ
と
述
べ
、
通
商
銀
行
が
果
す
べ
き
役
割
は
主
権
回
復
に
あ

442



（41）一九世紀末における銀価変動と上海金融市場

り
と
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
と
現
実
の
利
害
関
係
と
の
間
に
あ
る
格

差
を
客
観
点
に
描
き
出
し
て
い
る
。
利
権
回
収
の
現
実
は
、
利
害

関
係
が
如
何
に
錯
綜
す
る
中
で
果
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う

歴
史
的
問
題
を
如
実
に
別
挟
し
た
認
識
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
借
款
に
対
す
る
批
判
は
と
り
わ
け
イ
ギ
リ
ス
側

か
ら
強
く
出
さ
れ
、
結
局
は
失
敗
に
終
る
。
例
え
ぱ
、

　
　
祠
藤
受
［
掌
o
m
置
］
交
闘
洋
報
載
明
中
國
允
緒
麗
課
．
麓
金

　
　
悉
蠕
税
司
経
管
、
乃
可
低
借
字
様
。
上
海
睡
豊
又
告
知
、
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
9
〕

　
　
地
課
麓
若
不
蹄
洋
人
兼
管
、
必
舞
不
佳
幾
至
潰
散
。

と
盛
宣
懐
が
李
鴻
章
宛
に
報
告
し
て
い
る
如
く
、
タ
イ
ム
ス
紙
や

香
港
上
海
銀
行
か
ら
な
さ
れ
た
、
麓
金
・
塩
税
を
借
款
の
担
保
に

す
る
場
合
、
そ
れ
ら
が
外
国
人
税
務
司
或
い
は
外
国
人
の
管
理
下

に
な
け
れ
ば
何
の
保
証
も
無
い
と
い
う
批
判
で
あ
る
。
更
に
、
李

鴻
章
は
「
在
中
国
イ
ギ
リ
ス
公
使
、
海
関
税
務
司
は
香
港
上
海
銀

　
　
　
　
　
　
元
）

行
に
加
担
し
て
い
る
」
と
も
指
摘
す
る
な
ど
、
イ
ギ
リ
ス
側
の
利

害
関
係
者
か
ら
集
中
さ
れ
た
。
結
局
、
フ
ー
リ
ー
H
ジ
ャ
、
、
、
ソ
ン

は
、
ロ
ン
ド
ン
で
資
金
を
調
達
で
き
ず
、
対
日
賠
償
金
返
済
の
た

め
の
最
後
（
第
三
次
）
の
借
款
は
、
翌
一
八
九
八
年
二
月
英
独
続

借
款
と
し
て
香
港
上
海
銀
行
と
独
亜
銀
行
が
担
当
し
、
し
か
も
担

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
れ
）

保
は
麓
金
と
塩
税
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
か
ら
考
え
る
と
フ
ー
リ

1
u
ジ
ャ
ミ
ソ
ン
の
場
合
の
担
保
に
対
す
る
批
判
は
、
鉄
道
利
権

を
め
ぐ
る
フ
ー
リ
ー
n
ジ
ャ
ミ
ソ
ン
と
中
国
通
商
銀
行
と
の
結
合

と
い
う
、
新
勢
カ
の
撞
頭
に
対
す
る
既
成
勢
カ
か
ら
の
批
判
に
他

な
ら
な
か
っ
た
と
見
微
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
中
国
通

商
銀
行
の
初
期
活
動
（
一
九
一
一
年
の
辛
亥
革
命
前
後
に
至
る
）

の
中
で
、
外
国
借
款
の
仲
介
は
、
一
八
九
八
年
六
月
の
藤
漠
鉄
道

借
款
（
ベ
ル
ギ
ー
鉄
道
会
社
ω
o
o
奉
耐
φ
、
崇
邑
鶉
ま
m
O
訂
邑
易

ま
ま
H
彗
O
巨
冨
よ
り
一
億
二
一
五
〇
万
フ
ラ
ン
）
、
一
九
〇

〇
年
七
月
の
嬰
漢
鉄
道
借
款
（
米
中
開
発
会
社
＞
昌
邑
o
彗
O
巨
墨

］
∪
Φ
く
9
毛
昌
竃
汁
o
o
旨
喝
ξ
よ
り
七
〇
〇
万
ド
ル
）
の
二
度
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
η
）

り
、
共
に
担
保
は
当
該
鉄
道
の
財
産
及
び
収
入
に
止
ま
っ
て
い
る
。

中
国
通
商
銀
行
と
外
国
銀
行
（
と
り
わ
け
香
港
上
海
銀
行
）
と
の

間
に
生
じ
た
、
借
款
仲
介
を
め
ぐ
る
利
害
の
対
立
は
、
か
く
し
て

外
国
側
諸
勢
力
の
一
致
し
た
防
衛
策
の
下
に
、
申
国
通
商
銀
行
の

参
入
が
退
け
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

結
語

　
民
間
株
式
銀
行
と
し
て
出
発
し
た
中
国
通
商
銀
行
は
、
そ
の
初

期
活
動
に
お
い
て
、
盛
宣
懐
が
携
っ
て
い
た
諸
企
業
経
営
．
鉄
道

建
設
・
借
款
交
渉
な
ど
、
民
間
の
み
な
ら
ず
清
朝
政
府
財
政
に
至
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る
ま
で
の
す
べ
て
の
分
野
に
係
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
極
め
て
多
角

的
な
活
動
を
行
な
っ
た
所
謂
新
式
銀
行
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
こ

の
こ
と
は
、
通
商
銀
行
の
役
割
を
盛
宣
懐
グ
ル
ー
プ
の
金
融
的
中

心
を
担
っ
た
と
概
括
す
る
の
み
で
は
不
十
分
で
あ
ろ
う
。
何
故
な

ら
、
第
二
節
に
見
た
如
く
、
在
地
金
融
機
関
で
あ
る
銭
荘
業
と
の

係
わ
り
に
お
い
て
、
ま
た
、
第
三
節
に
見
た
如
く
、
満
朝
財
政
へ

の
参
画
や
外
国
銀
行
と
の
軋
礫
の
過
程
に
お
い
て
、
中
国
通
商
銀

行
の
活
動
は
、
銀
価
変
動
下
の
中
国
経
済
の
変
化
、
ひ
い
て
は
、

中
国
全
体
が
直
面
し
て
い
た
対
内
的
対
外
的
関
係
に
お
け
る
諸
問

題
を
自
ら
の
活
動
領
域
の
内
部
に
抱
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か

ら
で
あ
る
。
型
言
す
れ
ぱ
、
中
国
通
商
銀
行
が
持
っ
て
い
た
多
面

的
活
動
を
通
じ
て
、
歴
史
的
に
継
承
さ
れ
て
き
た
中
国
在
来
の
金

融
機
関
の
変
化
と
外
国
銀
行
活
動
の
新
た
な
拡
大
と
の
相
互
過
程

を
跡
付
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
間
魑
は
こ
れ
に
止
ま
ら
な
い
。
即
ち
、
糟
朝
政
府
が
当
時
直
面

し
て
い
た
課
題
は
、
銀
価
問
趨
を
め
ぐ
る
対
外
関
係
の
み
で
は
な

く
、
そ
れ
と
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
っ
た
、
「
銭
荒
」
と
呼
ぱ
れ

た
銅
銭
及
ぴ
銅
銭
と
銀
両
・
銀
貨
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
、
通
貨
・

物
価
．
微
税
の
各
地
方
間
の
或
い
は
農
村
と
都
市
間
の
混
乱
と
分

権
化
の
趨
勢
に
対
処
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
打
開
策
は
、
幣

制
改
革
を
積
粁
と
し
て
統
一
的
通
貨
政
策
を
導
入
し
、
そ
れ
を
担

う
中
央
銀
行
を
設
立
す
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
各
省
督

撫
は
も
と
よ
り
盛
宣
懐
も
こ
の
幣
制
改
革
論
争
に
加
わ
っ
て
い
る
。

こ
の
課
題
は
差
当
り
、
大
銭
鋳
造
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
の
目
珂
進
と
、

大
清
銀
行
・
交
通
銀
行
の
設
立
と
し
て
進
行
す
る
が
、
こ
の
二
〇

世
紀
初
頭
か
ら
始
ま
る
幣
制
改
革
を
、
各
地
方
の
動
き
に
即
し
て

検
討
す
る
こ
と
は
こ
れ
を
次
稿
の
課
題
と
し
た
い
。

（
1
）
　
彰
沢
益
「
十
九
世
紀
後
期
中
国
城
市
手
工
業
商
業
行
会
的
重
建

　
和
作
用
」
『
歴
史
研
究
』
一
九
六
五
年
、
第
一
期
。

（
2
）
　
根
岸
借
『
上
海
の
ギ
ル
ド
』
目
本
評
論
新
社
、
一
九
五
一
年
、

　
同
『
中
国
の
ギ
ル
ド
』
目
本
評
論
新
社
、
一
九
五
三
年
。
ま
た
、
異

　
な
る
観
点
か
ら
の
分
析
に
、
仁
井
田
陞
『
中
国
の
社
会
と
ギ
ル
ド
』

　
岩
波
書
店
、
　
一
九
五
一
年
、
が
あ
る
。

（
3
）
　
杜
月
笙
「
五
十
年
来
之
中
国
通
商
銀
行
」
中
国
通
商
銀
行
編

　
『
五
十
年
来
之
中
国
経
済
』
文
海
出
版
社
、
　
一
九
七
一
年
。
ま
た
、

　
設
立
過
程
に
つ
き
、
拙
稿
「
中
国
通
商
銀
行
の
設
立
と
香
潜
上
海
銀

　
行
（
H
－
血
目
o
■
o
筥
岸
o
目
o
月
巴
邑
ω
－
彗
o
司
7
巴
田
印
昌
斥
）
－
一
八
九
六

　
年
、
盛
宜
懐
の
設
立
案
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
及
ぴ
「
清
末
中
国
に
お

　
け
る
、
「
銀
行
論
」
と
中
国
遡
商
銀
行
の
設
立
－
一
八
九
七
年
、
盛

宣
懐
の
設
立
案
を
め
ぐ
る
批
判
と
修
正
I
L
（
二
橋
論
叢
』
第
八

十
四
巻
第
四
号
、
第
八
十
五
巻
第
六
号
）
参
照
。
尚
、
本
稿
は
こ
れ

ら
二
論
文
の
続
稿
を
な
す
。
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（43）　一九世紀末における銀価変動と上海金融市場

（
4
）
向
．
≠
寄
昌
目
昌
員
ミ
o
き
、
S
S
ミ
§
ミ
亀
さ
§
3
尾
婁

　
く
O
H
－
r
H
旨
9
勺
勺
I
H
－
1
塞
1

（
5
）
　
O
－
巳
目
芦
　
H
昌
｝
o
ユ
己
峯
葭
ユ
弍
－
自
o
o
自
蜆
ヰ
o
日
日
y
　
b
§
軸
s
ミ
｝
ミ
局
亨

　
寸
ミ
“
詰
b
N
－
着
ミ
一
〇
n
す
固
自
晒
巨
巴
一
岩
〇
十
く
〇
一
－
一
〇
．
革
O
O
N
．

（
6
）
卑
匡
多
霊
・
豪
豪
津
鵯
｛
ぎ
幅
鶉
（
b
勺
｝
）
一
き
言
ミ
o
§

　
き
軸
H
§
き
§
軋
o
o
§
§
ミ
o
雨
ミ
吻
ぎ
ミ
咋
討
§
盲
、
§
雨
く
雨
ミ
葛
o
“

　
（
『
o
H
0
拭
目
O
旨
o
9
＞
自
自
自
竺
ω
価
ユ
鶉
一
岩
9
－
｛
阜
ド
一
〇
〇
〇
卓
）
一
甲
ド

（
7
）
　
§
ミ
．
二
〕
1
o
1

（
8
）
ω
勺
欠
ぎ
言
ミ
§
§
掌
s
き
§
＆
9
§
ミ
§
県
§

　
O
o
s
㎞
ミ
ぎ
、
b
軋
包
ミ
o
“
呉
吻
き
畠
ミ
恥
￥
s
“
盲
、
§
軸
K
軸
富
、
“
o
o
o
～
（
句
－
O
j

　
＞
自
冒
自
巴
ω
①
ユ
鶉
一
岩
o
．
旨
g
一
－
o
。
ε
）
一
や
ご
．

（
9
）
き
華
一
電
－
旨
ム
α
．

（
1
0
）
　
昂
勺
勺
．
完
意
o
ミ
§
§
軸
H
ミ
き
亀
ミ
＆
O
o
§
§
ミ
ミ
県
吻
“
邑
詩
恩
辻

　
盲
、
§
雨
＜
雨
ミ
轟
竃
一
や
O
O
1

（
u
）
　
尉
巾
欠
亀
患
o
ミ
§
§
雨
H
§
き
亀
s
匙
o
o
§
§
ミ
ミ
ミ
§
雨

　
o
o
妻
ミ
ミ
b
淳
ミ
ミ
呉
吻
註
昌
ミ
寒
ミ
盲
、
§
雨
K
雨
ミ
量
§
一
勺
．
H
合
1

（
1
2
）
　
き
迂
．
や
干

（
1
3
）
　
拙
稿
「
十
九
世
紀
後
半
、
中
国
に
お
け
る
外
国
銀
行
の
金
融
市

　
場
支
配
の
歴
史
的
特
質
－
上
海
に
お
け
る
金
融
恐
慌
と
の
関
連
に

　
お
い
て
－
」
『
社
会
艦
済
史
学
』
第
四
十
巻
第
三
号
、
参
照
。

（
1
4
）
　
ω
弔
勺
一
オ
専
ミ
“
§
§
軸
ド
§
き
s
ミ
＆
O
o
§
§
ミ
§
県
吻
ぎ
秦
－

ミ
言
§
＜
§
∵
§
；
甲
N
㌣
N
ω
1
　
　
　
－

（
1
5
）
　
『
上
海
研
究
資
料
』
上
海
通
社
、
一
九
三
五
年
、
二
八
三
頁
。

（
比
）
　
O
－
己
畠
嘗
＞
㎝
ω
o
9
ρ
二
9
■
　
｝
o
o
り
臼
I
o
』
ミ
；
ミ
昌
、
亀
帝
㌔
S
、
㌻
■
O
自
旦
o
目
一

　
勺
－
－
－

（
1
7
）
　
H
ざ
峯
ミ
き
1
0
ぎ
S
s
串
雨
§
ミ
一
－
目
篶
S
一
一
〇
。
案
。
下
関
条
約

　
の
工
業
企
業
権
条
項
に
お
い
て
規
定
さ
れ
た
中
国
に
お
け
る
会
社
設

　
立
間
題
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
、
一
九
〇
八
年
の
イ
ギ
リ
ス
会
社
法

　
に
準
拠
し
た
一
九
一
一
年
及
ぴ
一
九
一
五
年
の
香
港
会
社
法
の
改
訂

　
に
至
る
ま
で
、
登
記
は
香
港
政
庁
に
な
さ
れ
、
香
港
籍
会
社
と
し
て

　
イ
ギ
リ
ス
の
保
護
を
受
け
た
。

（
1
8
）
　
暮
邑
二
－
自
冒
S
一
富
〇
十
－
與
目
自
胃
｝
－
9
崖
ま
一
老
o
蓋
昌
一
〕
o
『

　
－
少
一
〇
〇
〇
〇
．

（
1
9
）
　
江
敬
虞
「
十
九
世
紀
外
国
侵
華
企
業
中
的
華
商
附
股
活
動
」

　
『
歴
史
研
究
』
　
一
九
六
五
年
、
第
四
期
。

（
2
0
）
　
林
金
枝
「
近
代
華
僑
投
資
国
内
企
業
的
幾
個
間
煙
」
『
近
代
史

　
研
究
』
　
一
九
八
○
年
、
第
一
期
。

（
2
1
）
　
徐
義
生
編
『
中
国
近
代
外
債
史
統
計
資
料
』
中
華
書
周
、
一
九

　
六
二
年
、
二
八
－
三
四
頁
。

（
2
2
）
　
『
上
海
研
究
資
料
』
二
八
三
－
二
八
四
頁
。

（
2
3
）
　
中
国
人
民
銀
行
上
海
市
分
行
編
『
上
海
銭
荘
史
料
』
上
海
人
民

　
出
版
社
、
一
九
六
〇
年
（
一
九
七
八
年
重
版
）
、
五
三
頁
。

（
2
4
）
　
ω
句
■
馬
喜
o
ミ
o
S
§
雨
ド
§
き
宮
ミ
軋
O
o
§
§
曳
ミ
呉
吻
ぎ
S
的
・

　
ぎ
札
盲
、
き
雨
＜
§
、
轟
竃
一
勺
．
o
．

（
”
）
　
『
上
海
銭
荘
史
料
』
四
三
頁
。

（
鮒
）
　
同
前
、
五
六
－
五
七
頁
。

（
η
）
　
楊
蔭
溝
編
『
上
海
金
融
組
織
概
要
』
（
国
立
中
央
大
学
叢
書
）

　
商
務
印
書
館
、
一
九
三
〇
年
、
一
二
六
頁
。

445



一橋論叢 第八十七巻 第四号　（44）

（
2
8
）
　
『
上
海
銭
荘
史
料
』
五
四
員
。

（
2
9
）
　
同
前
、
五
四
－
五
五
員
。

（
3
0
）
　
北
京
大
学
歴
史
系
近
代
史
教
研
室
整
理

　
中
国
史
学
社
、
　
一
九
六
〇
年
、
五
一
頁
。

（
3
1
）
　
H
ぎ
老
ミ
き
6
ぎ
S
畠
串
軸
ミ
§
一
－
巳
く

　
胴
豪
叶
o
〇
一
岩
o
o
．

『
盛
宣
懐
未
刊
信
稿
』

豊
一
＞
自
o
筥
冨
“

－
　
＞
自
■

（
3
2
）
　
盛
宜
懐
『
愚
齋
存
奥
』
巻
二
、
奏
疏
二
、
三
十
b
。

（
3
3
）
　
『
上
海
銭
荘
史
料
』
五
五
員
。

（
榊
）
　
『
盛
宣
懐
未
刊
信
稿
』
五
四
頁
。

（
蛎
）
　
同
前
、
七
頁
。

（
3
6
）
　
同
前
、
　
一
〇
、
四
九
頁
。

（
η
）
　
同
前
、
二
一
、
　
一
六
、
四
八
員
。

（
3
8
）
　
同
前
、
一
二
、
四
八
頁
。

（
3
9
）
　
同
前
、
　
一
六
、
四
八
頁
。

（
4
0
）
　
同
前
、
二
四
員
。

（
4
1
）
　
同
前
、
　
一
六
頁
。

（
4
2
）
　
同
前
、
二
四
頁
。

（
4
3
）
　
同
前
、
二
四
頁
。

（
4
4
）
　
『
上
海
銭
荘
史
料
』
五
四
頁
。

（
帖
）
　
『
盛
宣
懐
未
刊
信
稿
』
　
一
員
。

（
4
6
）
　
同
前
、
ニ
ニ
頁
。
四
恒
と
は
、
恒
利
、
恒
興
、
恒
源
、
恒
和
か

　
ら
成
る
北
京
で
最
大
の
銀
号
で
あ
り
、
銀
票
の
発
行
、
鋼
銭
取
扱
い

　
な
ど
に
よ
り
、
北
京
金
融
市
場
に
大
き
な
影
響
カ
を
持
っ
て
い
た

　
（
中
国
人
氏
銀
行
総
行
参
事
室
金
融
史
料
組
編
『
中
国
近
代
貨
幣
史

　
資
料
』
第
一
輯
、
下
冊
、
五
四
一
員
、
参
照
）
。

（
4
7
）
　
『
愚
齋
存
稟
』
巻
二
、
奏
疏
二
、
三
十
一
b
l
三
十
二
a
。

（
4
8
）
　
『
大
清
徳
宗
景
皇
帝
実
録
』
巻
四
百
二
十
、
十
三
a
l
b
。

（
4
9
）
　
『
愚
齋
存
稟
』
巻
五
、
葵
疏
五
、
四
a
l
八
乱
。

（
5
0
）
　
趨
豊
閏
『
晩
漕
五
十
年
経
済
思
想
史
』
喀
晩
燕
京
社
、
一
九
三

　
九
年
（
燕
京
学
報
専
号
之
十
八
）
、
下
篇
「
国
家
経
済
改
良
藷
説
」
、

　
参
照
。

（
肌
）
　
『
東
華
績
録
』
光
緒
朝
、
巻
一
百
二
十
一
、
九
b
。

（
馳
）
同
前
、
巻
一
百
二
十
六
、
三
a
l
b
。
因
み
に
、
こ
れ
ら
の
条

　
件
の
う
ち
利
息
の
み
を
外
債
の
場
合
と
比
較
す
る
と
、
一
八
九
四
年

　
か
ら
一
九
〇
〇
年
に
至
る
ニ
ハ
回
の
外
債
の
年
利
息
の
平
均
は
五
・

　
四
四
％
で
あ
る
（
徐
義
生
、
前
掲
書
、
二
八
1
＝
…
頁
）
。

（
蘭
）
　
一
八
九
五
年
五
月
四
目
（
光
緒
二
十
一
年
四
月
乙
巳
）
に
戸
部

　
は
「
地
方
官
籍
機
苛
派
勒
索
摺
」
の
上
奏
を
行
な
い
、
各
地
方
に
生

　
じ
た
弊
害
を
報
告
し
た
（
同
前
、
巻
一
百
二
十
六
、
二
b
－
三
a
）
。

（
躰
）
同
前
、
巻
一
百
四
十
二
、
十
二
a
1
＋
三
a
。

（
“
）
同
前
、
巻
一
百
四
十
二
、
十
三
a
－
十
五
b
、
『
光
緒
政
要
』

　
巻
二
十
四
、
二
b
l
四
a
、
『
東
華
頼
録
』
巻
一
百
四
十
三
、
三
b

　
－
五
b
。

（
脆
）
　
『
皇
朝
適
威
同
光
秦
議
』
　
一
一
、
十
三
b
l
＋
四
a
。
『
光
緒
政

　
要
』
巻
三
十
四
、
三
十
九
b
－
四
十
一
a
。
戸
部
は
四
点
に
亙
り
弊

　
審
を
指
摘
し
て
い
る
。
即
ち
、
ω
市
場
に
流
通
す
る
現
銀
の
減
少
。

　
ω
官
吏
に
よ
る
強
制
。
㈹
官
吏
に
よ
る
受
取
・
送
金
時
の
不
正
。
ω

　
醸
出
を
免
れ
る
た
め
外
国
教
会
や
外
国
商
店
の
庇
護
に
頼
ろ
う
と
す
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る
、
以
上
の
内
外
に
係
わ
る
弊
審
が
あ
っ
た
。
　
。

（
5
7
）
　
『
盛
宣
懐
未
刊
信
稿
』
八
四
頁
。

（
㎎
）
　
千
家
駒
編
『
旧
中
国
公
伐
奥
資
料
（
一
八
九
四
－
一
九
四
九

　
年
）
』
財
政
経
済
出
版
社
、
一
九
五
五
年
、
三
六
員
以
降
。

（
的
）
　
『
盛
宜
懐
未
刊
信
稿
』
四
一
貢
。

（
6
0
）
　
同
右
。

（
6
1
）
　
外
償
返
済
資
金
の
上
海
集
中
に
関
し
て
は
、
『
上
海
銭
荘
史
料
』

　
六
〇
員
、
　
O
｝
｛
目
P
　
H
冒
旧
o
ユ
邑
旨
顯
ユ
ユ
昌
o
O
自
卑
O
日
目
y
　
H
，
s
軋
雨
討
雨
．

　
“
ミ
姜
一
岩
O
ナ
弓
や
辻
く
山
く
。
な
ど
を
参
照
。

（
6
2
）
　
『
盛
宜
懐
未
刊
信
稿
』
四
一
頁
。

（
6
3
）
　
徐
義
生
編
『
中
国
近
代
外
償
史
統
計
資
料
』
二
八
－
三
一
頁
。

（
“
）
王
売
（
希
隠
）
編
『
満
季
外
交
史
料
』
巻
一
百
二
十
六
、
二
五

　
b
1
二
六
a
。

（
6
5
）
　
－
1
肉
．
司
巴
｝
彗
珂
H
（
．
『
団
昌
富
『
竃
o
向
・
旨
・
峯
固
ま
鶉
昌

　
＆
二
H
ぎ
ト
o
．
ぎ
、
軸
ぎ
藁
㌧
卜
雨
§
；
県
司
き
ミ
“
串
ミ
“
o
ぎ
s
婁
雨

　
ミ
S
ミ
ま
茗
萬
O
ミ
包
o
§
吻
、
～
q
的
1
，
o
o
“
O
固
買
二
〕
ユ
α
o
膏
9
崇
－
串
閉
蜆
纈
o
ケ
自
㎜
o
“
“
9
1

　
乞
ご
一
＜
o
－
．
ブ
く
9
勺
甲
旨
旨
－
旨
含
・

（
6
6
）
　
「
出
使
大
臣
張
蔭
桓
奏
請
訂
僧
八
千
萬
爾
償
日
本
兵
費
片
」
『
滴

　
季
外
交
史
料
』
巻
一
百
二
十
六
、
二
七
b
－
二
九
b
、
外
務
省
編
纂

『
日
本
外
交
文
書
』
第
二
十
八
巻
第
二
冊
、
一
〇
八
九
文
書
、
参
照
。

（
6
7
）
　
同
前
、
二
七
a
l
b
。

（
6
8
）
　
『
愚
齋
存
稟
』
巻
二
十
八
、
電
報
五
、
一
b
。

（
6
9
）
　
同
前
、
巻
二
十
八
、
電
報
五
、
二
b
。

（
m
）
　
同
前
、
巻
二
十
八
、
電
報
五
、
三
b
。

（
n
）
　
こ
の
借
款
交
渉
に
注
目
し
て
い
た
日
本
攻
府
は
一
八
九
七
年
一

　
〇
月
及
ぴ
二
一
月
に
、
ロ
ン
ド
ン
の
加
藤
高
明
公
使
か
ら
外
務
大
臣

　
大
隈
重
信
、
西
徳
二
郎
宛
に
、
香
港
上
海
銀
行
ロ
ン
ド
ン
委
貝
会
の

　
カ
メ
ロ
ン
と
面
談
し
た
報
告
を
受
け
て
い
る
。
報
告
で
は
、
フ
ー
リ

　
ー
は
投
機
業
者
で
あ
り
、
市
況
も
芳
し
く
な
い
た
め
公
償
募
築
は
無

　
理
で
あ
る
、
と
し
て
実
現
に
は
否
定
的
な
見
方
を
し
て
い
る
（
外
務

　
省
繍
纂
『
目
本
外
交
文
薔
』
第
三
十
巻
、
三
九
二
－
三
九
四
文
響
）
。

　
徐
義
生
『
中
国
近
代
外
償
史
統
計
資
料
』
三
〇
1
三
一
頁
。

（
η
）
　
同
前
、
三
〇
1
三
三
員
。
』
g
コ
峯
竃
峯
冒
冨
さ
『
ミ
s
注
雨
｝

　
亀
S
軋
』
雫
寒
§
§
斎
ミ
き
S
S
“
o
O
§
ミ
ミ
S
恥
O
ミ
ミ
や
奏
ミ
ー
、
ミ
や

　
岩
o
幸
k
O
H
ぎ
H
竃
ポ
く
〇
一
1
H
一
勺
O
1
－
娑
1
－
竃
．

　
　
　
　
（
一
九
八
二
年
一
月
二
〇
目
脱
稿
）
　
（
一
橘
大
学
助
教
授
）
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